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Stendhalの人間像fi

金 子 守

　　副論文その二，StendhalとMme　de　Stael

　　　〔第二章〕

　ところで，Mlne　de　Staelの「Delphine』に就いてStendhal自身は如

何なる評価を与えているのであろうか。彼は読み始めは好意的見解を示して

いるもののやがてF・M・Alb6rさsの批評から推察される如くやはり作中人

物群の感情描写の貧弱さを批判するようになった。

　さて，Stendhalはユ805年の2月3日にrDelphine』の一巻を読んだとこ

ろであった。

　〈Je　viens　de　lire　le　premier　v　lume　de　Delphine　de　Mme　de　Stael

et　Je　me　suls　senti　prさsque　entiさrement　dans　le　personnage　de　Del－

phine．〉一　〔3〕

　」比の文章は明らかにヒロインに対してはStendhalは好意的な見解を示し

ている。というのも彼はDelphineの性格の情熱ぶりに共鳴を覚えたから

であろう。そして，此の引用文の数行あとでStendhalは引用文の（1）を

書いたのである。続いて2月5日にはもう第二巻まで読み進んでいる。だが

すでに幾分批判的になっているのが観られる。

　〈Delphine．－Tout　serment　fait　dans　un　monlent　d’exaltation　n’est－il

pas　nul？

　Cela　n’est　pas　tout　a　fait　vrai　ainsi，　mais　il　en　est　quelque　chose．

　La　dix－neuviさme　ligne　de　la　page　496　du　deuxiさme　volume　de　Del－

phine　me　donne　cette　idee．　Il　me　semble　que　le　serment　de　Delphine
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dans　cette　occasion　est　nul．　Je　me　sens　trop　sensible　pour　etre　impar－

tial，　mais　il　me　semble　que　les　ame　tendres　font　trop　entrer　eur　sensi－

bilite　dans　leurs　serments＞一〔4）

　　このようにヒロインDelphineに対してすらもStendhalに作者の創作

力に疑問を呈するようになるのであるが，主人公Leonceに対しては全く辛

辣な見解を執っている。　Stendhalに言わせると読者はL60nceには共鳴

の感情を決して覚える筈はないとしている。その理由として彼は二つの根拠

を挙げている。

　　『1°parce　qu’il（二le　lecteur）ne　voit　rien　d’aimable　en　lui．（－Leonce）

　　2°parce　qu’illui　semble　qu’il　donne　plus　de　malheur　que　de　bonheur

aDelphine．

　　Cette　d6faveur　de　L60nce　diminue　beaucoup　l’effet　totaL＞一〔5〕

　　それで，結局のところStendhalは「Delphine』を読み終った際に，次

の如き読書感を漏すに至っている。

　　＜Le　dernier　volume　de　Delphine　est　absolument　insupportable　a　vi－

vre．　Dans　le　premier　volume　ilyaquelque　chose　d’合mouvant，　dans　tout

　le　reste　il　n’y　a　de　bon　que　la　connaissance　des　lois　de　la　soci6te　dans

un　salon．　Le　premier　volume　est　bon，le　deuxieme　se　fait　encore　lire，　le

　dernier　d6testable．〉一　〔6〕

　　　さらに約6ケ月が経過した8月8日と9月12日に彼にMme　de　Staelの文

体が誇張されていて気に入らないと非難している。けれども小説のなかに読

まれる真実性を高く評価せざるを得なかった。

〈L’enflure　de　Mme　de　Stael　me　d6go血te，　mais　cependant　il　y　a　de

　bien　belles　verit合s　dans　son　livre．〉一　〔7〕

　　　さらに続けて次の如く言っている。

〈J’n’ai　lu　depuis　que　je　suis　ici，　que　1’influence　des　passions　de　Mme

de　Sael．　Les　verites　que　ce　livre　presente　m’auraient　fait　bien　plus　de
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plaisir，　sans　la　detestable　enflure　que　Mme　de　Stael　prend，　je　crois，

pour　de　l’（≡loquence…〉　〔8）

　文体に関しては簡潔な文体を愛好するStendhalに文体が誇張していると

非難されているのはこのMme　de　Staelばかりでなく，あれ程，白己との

性格上から共感を覚え，特に感受性の点で親近感を示したJ．－J．Rouseau

に対してさえもそうであったし，また，Chateaubriandにしてもそうであ

った。尤も後年のことではあるが逆に彼の小説rLa　Chartreuse　de　Pa－

rmelをめぐって，　Balzacから文章が乱暴すぎると非難される破口になっ

たことは皮肉なことではあった。勿論，StendhalはBalzacのかかる意見に

耳をかさなかった。

　しかしながらStendhalはこの「Delphine』を通してMme　de　Staelの

人間像を正確に把握している。彼は彼女にはmoliさreの才能と，部分的に

はMontesquieuのそれが認められるとしている。それゆえ，彼女の特性は

＜Sensibilite＞よりも＜Esprit＞の発揚にあると看微している。だからとて

彼女がひからびた女性であるとしているのではない。StendhalとてAlfred

de　Mussetの小説ではないが彼女と彼の熱烈な恋愛事件を知っていたので

あろう。勿論、彼とはBenjamin　Constantである。尤も今日ではEllenore

に執念深く愛されるAdolpheがConstantであるとは考えられないとされ

ている。それでStendhalは次の如くMme　de　Staelは烈しく感じる魂の

持主であったとしているのである。

　＜Elle　a　sans　doute　une　ame　passionnee，　elle　a　le　grand　secret　de　r

int6ret，1a　melancolie，　et　cepandant　elle　n’6meut　pas，　ou　ce　n’est　que

par　l’horreur．〉一　〔9〕

　それで，Stendha1は彼女の作中人物が読者に充分に感銘を与えるが如き

生命感の横溢が観られないのは作家としてのMme　de　Staelの創作方法に問

題があったと看倣している。

　＜Il　y　a　une　maniさre　d’6mouvoir　qui　est　de　montrer　les　faits，　les　cho一
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ses，　sans　en　dire　l’effet，　qui　peut　etre　employ6e　par　ulle　ame　sensible

norl　philosophi　（connaissance　de　l’homme）

　Cette　maniさre　manque　absolument　a　Mme　de　Stael…〉一〔10〕

　　　　終　　　り

　　引用文の原典，及び，その頁。

　（3）　Stendhal：Yournal，　Ed．　P16iade　p．611．

　（4，）　Ibid．，　P．612．

　（5）　Ibid．，　P．612．

　（6）　Ibid．，　P．615．

　（7）　Ibid．，　P．743．

　（8）　Ibid．，　P．743．

　（g）　Ibid．，　p．614．

　（1q＞　Ibid．，　P．614．

　　〔副論文その三〕＜Stendhal　et　Rousseau＞

　　〔第一章〕

　此の両人の関係を主題とするとき，彼等が示す感受性の酷似を認めて誰し

も驚きを覚えずにはいられまい。殊に両者が対象を意識する方法は理性によ

らず感受性によっている。従って，両者の対象に接する態度ほDescartsの

それとは反対の立場を示す。かかる両人の如き認識の方程式を有する者が他

者の認識を把握する場合は，彼等の感受性を判断の根拠として自己と他者と

の相異を強調することから始める。否，他者より優越していると自負するこ

とから始める。Rousseauの著作に流れるものはまさにかかる自我の認識で

あると看倣することができるであろう。例えば，rLes　Confessions』をひも

とけば一目瞭然である。

　一方，Stendhalは1804年を前後に故郷以来の友人たちでちるManteや

Crozetなどと演劇や小説に関する創作研究の目的から，　de　Tracyが命名

したと言われているId6010guesに創作の秘密，すなわち，原理を支柱とし

て追求しながら文学研究，なかんずく戯曲の研究に専心していたが，1804年
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11月20日の日記で明らかにRousseauを意識しつつ，自己と友人Manteの

性格の差異を語っている。

　〈Mante　trouve　la　Pupille　mauvaise　et　que　les　Etourdies　sont　pleines

de　vrai　comique．　Je　porte　sur　ces　piさces　des　jugements　bien　diff6rants．

Outre　la　lenteur　de　conception　qu’amante，　il　lui　Manque　peut－etre

un　peu　de　sensibilit6　a　la　Jeans－Jaques：on　n’a　celle－la　qu’autant　qu’on

aregard61es　femmes　un　fou，　et　il　est　trop　raisonable．〉一〔1〕

　　この日記ばかりででなく，Stendhalは彼の自叙伝『Vie　de　Henri　Brula－

rd」のなかでも自己の対象に就いての認識の本質が理性よりも直観性にある

ことを操り返し告白している。だから彼の思考の方法は感情，換言すれば，

感受性を根幹としていることになろう。それゆえ，かかる指摘からも明らか

にStendhalとJ．・J・Rousseauの思惟形式は酷似している。従って，両者

の対象把握の方程式は先見的悟性の解答を引出すであろう。そして，二人は

多少のニュアンスの差はあるもののそれをく心情〉とか〈感情〉とか称する

のであるが，それぞれ，それらは判断力を1半っている。

　　しかし，問題はRousseauがこのような自己の思惟形式を認めて†単らら

かったにもかかわらず，Stendhalの場合はこのような思惟形式からの脱却

を意図したことである。そこで，彼はできる限1元感受性を排除して対象の把

握を求める。

　対するにJ．－J．Rousseauは真理を理性に求めようとはしない。彼は次の

如く述べているのである。

　＜J’en　ai　tir6　cette　grande　maxime　de　morale，　la　seule　peut一さtre　d’－

usage　dans　la　politique，　d’eviter　les　situations　qui　mettent　nos　devoir

en　oPPosition　avec　nos　interets，　et　qui　nous　montrent　notre　bien　dans

le　mal　d’autrui，　sur　que，　dans　de　telles　situations，　quelque　sincさre

amour　de　la　vertu　qゴon　y　porte，　on　foiblit　t6t　ou　tard　sans　s’en　aper－

cevoir，　et　ron　devient　injuste　et　m6chant　dans　le　fait，　sans　avoir　ces一
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s6　d’etre　juste　et　bon　dans　1’ame…C’est　la　selon　moi，　la　bonne　philoso

phie，　Ia　seule　vraiment　assortie　au　coeur　humain．　Je　me　p6nさtre　chaque

jour　davantage　de　sa　profonde　solidite，　et　je　l’ai　retournee　de　dif－

f6rentes　manibres　dans　tous　mes　derniers　6crits；Inais　le　public，　qui　est

frivole，　ne　l’y　a　pas　su　remarquer．〉一〔2〕

　ところでStendhalはなる程，一時期と限っても，正確には1803年頃から

1806年にかけての少なくとも数年は初期のId6010gues，殊に，　de　Tracy

やHelv6tiusを頼りにして自己のというよりもRousseau的感受性からの

脱出を意図している。それはとりもなをさずRousseauからの影響の逃避を

意味し，次の如き彼に対する反抗的姿勢を示す。

　＜Si　en　1805　Stendhal　refuse　d’adopter　en　societ6　1e　comportement

de　Jean－Jacques，　il　fait　sienne　1’attitude　de　Rousseau　dans　les　mo’

ments　de　solitude　：　C；1〕　（ll　faut　convenir　que　je　sors　d’un　6trange　6tat

de　folie；les　moments　d’exaltation　de　Rousseau　6taient　devenus　Illa

maniere　d’etre　habitue11e．　Je　prenais　ga　pour　du　g6nie；je　le　cultivais

avec　complaisance　et　regardais　en　pitie　ceux　qui　ne　l’avaient　pas，　La

r6server　pour　le　cabinet，　autreInent　je　serais　a　jamais　malheureux　dans

le　monde．）〉一　〔3〕

　註まではF．M．　Alb6rさsの見解であるが，しかし，　Stendhalは天才の瞬

間を期待するよりも毎日強制的に数時間の強勉を続ければよかった。と，．告

白している。彼のこの後悔はde　TracyやHelvetiusを知ったことからき

ていることは確かである。けれども，彼の理想とはうらはらに彼が実際に直

面している現実は甘くない。Stendhalは結局はJ．　J．　Rousseauから離れ

られない。両人とも日常生活に於いてその感情の震幅が憂愁と熱狂となって

彼等を支配するがゆえに他者との円満な交際ができない。Stendhalはパリ

社交界の洗礼を受け，自己の感受性が社会で疎遠にされるのを悟らざるを得

なかった。とりわけ，彼が女性との交渉を持つときに感受性が臆病となって
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彼を苦るしめることになる。1805年と言えば，彼は女優のMelanieを愛し

ていたが，ままならぬ自己の性格を1805年の4月の日記で告白している。

　〈Des　que　j’aurai　corrig6　mon　caractさre　mさlancolique　par　mauvais

habitude　et　par　engouement　de　Rousseau，　j’en　aurai，　j’espさre，　un　trさs

aimable：la　gaiete　de　meilleur　go〔it　sur　un　fond　tres　tendre．

　M’aimeras－tu　alors，　M6正anie？〉一〔4〕

　さらに数頁を読むと引用文〔3〕の文章がある。けれども，これらの文を

注意深く読んで観ると，StendhalはRousseau的感受性を社会に対する統

覚の方程式とすることは極力避けたいとしているが，しかし，Rousseauの

いわゆる＜Les　moments　d’exaltations＞に就いては静かに肯定する態度を

執っている。

　しかしながらさらに8年を経たとき，日記にStendhalは次の如く記すの

であるが，彼はなるほどある点では確かにJ．－J．Rousseau本人とは異な

る性格の所有者であったかも知れないが，以下の文章で力説している個所は

Stendha1の逆説ではなく彼のRousseau観の誤謬であると看倣すことがで

きるであろう。

　〈Je　suis　Ie　contraire　de　J．－J．　Rousseau　en　beaucoup　de　choses　sans

doute・et　en　particuler　en　celle－ci，　que　je　ne　puis　travailler　que　loin

de　le　sensation．　Ce　n’est　point　en　me　promenant　dans　une　forさt　delicieuse

que　Je　puls　d6crire　ce　bonheur；c’est　renferme　dans　une　chambre　nue

et　oa　rien　n’excite　mon　attention，　que　je　pourrai　faire　quelque　cho－

se．〉一　〔5〕

　このようにRousseauを眺める彼の目はId6010gueの涼染を受けてか，

rLes　Confessions』を読破している筈なのに正鵠を失すると言えるであろ

う。エムノンビルでRousseauの私室を眺めた際に殆んど〈une　chambre

nue＞であったと感銘を覚えたのは誰あろう当のStendhal自身であった。

　StendhalがRousseauに示した態度がある時期には厳格であり，ある時

■
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期には寛容であろうとも，前者と後者の距離は前者が自己の惑受性を嫌悪す

る際には後者は遠くなり，前者が自己の感受性を自慢する際には後者は接近

する。そして，この波の高低は前者の生涯を絶えず洗うことになるであろう

　ではStendhalは何時Rousseauと精神的避遁をなしたのであろうか，

1833年2月15日の日記を読んで観るとStendhalとRousseauとの接点は前

者が6歳の時に始まった。

　　＜J’adorais　1’610quence　；dさs　l’含ge　de　s｛x　ans，　je　crois　mon　Pさre

m’avais　inocul合son　enthousiasme　pour　J．－J．　Rousseau，　que　plus　tard

il　ex6cra　comme　anti－roi…〉一〔6〕

　此の文章で読まれる如くRousseauに観照される感受性というべき性向

を持つStendhalが徹底して嫌った父親からRousseauを示教された顛末

は成人した彼の遣憾とするところであった。

　　＜Cette　derniさre　qualit合lui　avait　donn合　］’intelligence　de　la　Nouvel－

1e　H610ise　et　des　autres　ouvrages　de　Rousseau　dont　il　ne　parlait

qu’avec　adoration　tout　en　le　maudissant　comlne　impie，　car　la　mort　de

sa　mere　le　jeta　dans　la　plus　haute　et　la　plus　absurde　d6votion．〉一

〔7〕

　　上記引用文からも推察される如く百科全書がそうでちった如くJ．・J．

Rousseauの作品が漏漏として上流階級にも滲透していた。例えば，　Sten・

dhalも『La　Nouvelle　H6101se』にまつわる逸話をrVie　de　Henry　Brulard」

のなかで伝えているのが読まれる。それは祖父にのみ摘陥を覚えなかった

Stendhalが「La　Nouvelle　H合loise』を讃美した際のことである。

　　〈Sa　conversion　au　j6suitisme　ne　devait　pas　さtre　ancienne，　au　lieu

　de　m’interroger　avec　s6v合rit6　il　me　raconta　que　l　，1，　le　baron　des

Adrets（le　seul　des　amis　chez　qui　il　e食t　continu合adiner　deux　ou

trois　fois　par　mois　depuis　la　mort　de　ma　mere），　dans　Ie　temps　que

parut　la　Nouvelle　H610ise（n’est・ce　pas　1770？），　se　fit　attendre　un　jour
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ad“n　er　chez　lui；Mme　des　Adres　le　fit　avertir　une　seconde　fois，　enfin

cet　homme　si　froid　arriva　tout　en　larmes．　〈Qu’avez－vous　donc，　mon

ami？＞lui　dit　Mme　des　Adrets　tout　alarm6e．

　＜Ah！Madame，　Julie　est　morte！＞et　il　ne　nコangea　P「esque　Pas・〉

一
〔8〕

　勿論，当時のフランスの上流階級に属するBeyle家にもRousseauの著

作が書祝に並べられていた。その土地の最高裁判所の弁護士であったSten－

dhalの父も母方の医者であった祖父もそこへは足を運んだことであろう。

　＜Car　mon　grand－pさre，　homme　d’aimable　cenversation，　en　d6pit　de

ses　resolutions　pieuses，　avait　nomm6　Emile　devant　moi，　parle　de　la

Profession　de　foi　du　vicaire　savoyard，　etc．，　etc．，　etc．　J’avais　vol6　ce

livrea　Claix　mais　je　n’y　avais　rien　compris，　pas　meme　les　absurdites

de　la　premiさre　page，　et　apres　un　quart　d’heure　l’avais　laiss6．　Il　faut

rendre　justice　au　go血t　de　mon　pさre，　il　6tait　enthousiaste　de　Rousseau

et　ilen　parlait　quelquefois，　pour　laquelle　chose　et　Pour　son　ilnprudence

devant　url　enfant　il　6tait　bien　grond6　de　ma　tante　S6raphie．〉一

〔9〕

　それで，少年Stendhalはあの美少女matildeが盗読する如く彼ぱこれ

らの本を盗読アることを常習としていた。

　熱烈な王党派である父と，共和制の支持者ともいうべき，そして，Voltaire

をフェルネーに訪ねた祖父とがそれぞれ少年の精神のなかにJ．・J．Rous－

seaxの響影を与えている。かくてRousseauの＜romantique＞な傾ik」は父親

からStendhalに継lt：こし，　Rousseauの＜id6010gique＞な傾向は祖父から継

承したと概言であるかも知れないが観照されると看倣しうるであろう。反抗

した息子から暴君と嫌われた彼の父が少年Stendha1に貴族の子弟の如き教

育を強いた経緯は，多分，われわれにRenal氏を想起させるであろう。自

己と同じ年頃の少年たちとの遊びを禁止された少年の世界は空想に求められ，
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彼を読書の世界へと導いたのである。

　　〈Bient△t　je　me　procurai　la　Nouvelle　H610ise，　je　crois　que　je　la　pris

au　rayon　le　plus　elev合de　la　bibliotheque　de　mon　pさre　a　Claix．

　　Je　la　lus　couche　sur　mon　lit　dans　mon　trapeze　a　Grenoble，　apres

avo】r　eu　soln　de　m’enfermer　b　clef，　et　dans　des　transparts　de　bonheur

et　de　yolupt6　impossibles　a　decrire．　Aujourd’hui　cet　ouvrage　me　sem－

ble　p6dantesque　et　meme　en　1819，　dans　les　transports　de　l’amour　le

plus　fou，　je　ne　pus　pas　en　lire　vingt　pages　de　suite．　Des　lors　voler　des

livres　devint　ma　grande　affaire．〉一〔10〕

　　さてStendhalがこのRousseauのと言っても読書から最初にしかも容易

に影響を受けたものは如何なる性質のものであったと考えられるであろうか，

それは対事物であれ、対人間，及び，社会であれ汚ないものに覚える本能的

な嫌悪感の自覚であったと看倣してよいであろう。

　　　：’Le　Rouge　et　le　Noir二に次の描写がある。

　　〈Cette　horreur　pour　manger　avec　les　domestiques　n’6tait　pas　naturel’

le　a　Julien，　il　efit　fait　pour　arriver　a　lafortune　des　choses　bien　autre＿

ment　p6nibles．　Il　puisait　cette　r6pugnance　dans　les　Confessions　de　Rou．

sseau．〉一　〔11〕

　　碓かにStendhalはその少年時代をRousseauの描いた世界で成長した

のである。われわれはStnedhalがバリで無1｛卯に暮らしつっMoliereの如

く女．優を愛人として，劇作に専念したいと幾度もつぶやくのを耳にするが，

rLes　Confessions』などを読んで作者Rousseauの生涯に格別の興味を

示したStendhalがRousseauもMoliereの如くであったことを羨んでい

る。1805年4月6日の日記にそう告白している。

　　〈Vous　n’avez　pas　cet　esprit　brillant　qui　amuse；vous　avez　le　pa－

sslon・vous　la　perdriez，　sans　peut一合tre，　acquerir　le　premier．＞Son　sens

n’ 6tait　peut－etre　pas　aussi　severe　que　cela．
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　Elle　s’est　mise　2a　me　dire　ce　que　j’etais．　Niais　que　je　suis，　comme　ma

mauvaise　habitude　m’a　perdu！J’aurais　ete　sublime　a　ses　pieds　comme

Rousseau　a　ceux　de　Mme　d’Houdetot（dans　le　meme　direction，　et

non　au　meme　degr6），　si　je　m’etais　donne　le　temps　de　r6fl6－chir

Au　lieu　de　cela，　j’ai　r6pondu　par　quatre　ou　cinq　grimaces　de　Fleury．〉

一
〔12〕

　rLa　Nouvelle　Helo’i　se　2などの読苫・を通じて、．少年Stendhalは女

性像を形成してゆくことになる。　殊にJulie　l象は少年の夢見るSylphide

となる。そればかりか，　このSaint－Preu　xは現実の女性にさえもJu・

lieの姿を求める。かかる女性観は彼の性格と相乗して，青年となった

Stendhalから遊離するどころか，青春期とあいまって益々彼に密着す

る。

　＜…la　fille　me　traitait　avec　1’intimite　de　la　gait6　et　de　la　jeunesse，

rlaturelle　aux　provinciales　et　d6crite　par　Jean・Jaques　dans　Sophie　ou

dans　l’Helo’ise．〉一〔13〕

　彼の少年時代からの友人であり，親密な友情を抱き続けたManteに，

StendhalばRousseauに見られる如き感受・1生が欠除している。と，批難す

るばかりか絶交してしまったが，今ひと：り彼が1805年当時に親しく交際して

いた友人にCrozetがいる。この友人Crozetは彼の『L’Histoire　peinture

en　Italie』の出版を手伝っている。1805年を境に彼はStendhalと頻繁に会

い共同研究をしている。それで，次の文章はCrozetの1805年2．月11日の日

記であるが，Stendhalのものであると看倣しても不思議ではない内容であ

る。

　〈Je　ne　puis　pas　voir　Mlle　Mars　sans　voir　a　la　fois　la　Julie　de　J・

－
J．Rousseau，　la　vierge　de　Raphael，　la　Monime　de　Racine．〉一〔14〕

　では，実生活でStendhalは彼のJulieを得ていたのであろうか，彼が

私のJulieと呼んだ女性はVictorineといったが，彼の片思いで終った相
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手である。しかしながら，友人がStendhalに彼女の容姿を部ねたとき，彼

は具体的に女の容貌を画くことができなかった。というのも彼に執っては

VictorineはJulieの仮の姿であったためではないのか。

　J．－J．Rousseau同様，　Stendhalは恋の相手とした如何なる女性をも忘

却の流れにゆだねはしなかった。

　このVictorinsに就いても1810年12月10日にパリから妹Pauline宛に

出された手紙に次の如く書かれている。

　＜Elle　ne　m’a　pas　vu　depuis　quatre　ans，　elle　ne　m’a，　je　crois，　jamais

vu　en　grand　deuil；ma　raison　me　disait　tout　cela，　mais　comme　la　rais．

on　n’est　pas　ce　qui　rさgle　l’amour，　je　refusai　la　place　des　premiさres．

EIIe　6tait　unique．〉一　〔15〕

　それで，このVictorineばかりでなく，生活をともにしたM61anieと

Stendhalは1805年に生別していたのであるが，モスコーの大火の明りにぽ

女を探そうとした。M61anieはロシアの将軍．とモスコーに来ていたのでう

る。すでにこのとき7年の年月が流れていた。次のM6tildeの場合巴日己

の死ぬ日まで彼はその面影を心にとどめた筈である。だが，1821年のこと，

片思いのためか，彼女に執念深くつきまとったためか，遂に彼は彼女に会う

ことすらできなくなり，セニス山を越えてパリーに戻った。M6tildeが話し

ていたイタリァ語を懐旧し，歌姫Pastaが開くサロンの常辿となっていた。

そして，Stendhalは人を怖れす諮諜もと已さず，ただ，ふさぎこむ姿を見

せていたのであろう。そんな彼を見て，Pastaがくあなた，私を愛してい

るの，〉と，彼に訓ねる程であったという。彼はそのサロンに漂うイタリア

的雰囲気にM6tildeを追憶してやまなかったのであろう。

　Cl6mentineの場合もかかる愛の様相が眺められる。熱病の如く彼女を愛

し別れた彼は再び愛を彼女に求めたが焼え尽きた灰にどうしていまさら火が

つきましょうと，拒否されている。また，Daru伯爵夫人の場合も同じ様相

が眺められる。時間はStendhalに執って忘却の妙薬ではなく，彼の真の愛
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を，すなわち，むしろ結品するものであることを悟らせたのである。それゆ

えにこそStendhal小説にあっては時間の経過がJulienにRenal夫人を

真の愛人と指名したと言えないであろうか。Julienが教会で夫人にピスト

ルを発射する。彼の野心，すなわち，Matildeとの結婚が成就しつつ」3った。

それは彼の野心の成功を意味したがその生涯をかけた野心を拠棄して、今こ

そ自分が真に愛していたのがR6nal夫人であることに日覚める。その瞬間

Julienは夫人が二人の愛を裏切った。と，誤認してしまったのである。弾

丸の真の的は愛の永遠性の確認にほかないであろう。

　　〔第二章〕

　Stendhalが如何にJ．－J．　Rousseauの文体の誇張に由来すると感じてい

る欺肺や偽喜などを烈しく嫌悪しようと，彼は少なくとも不幸な恋する男の

役を演じ続ける限り，さらに，自己の心の深奥に何か感情的なものが充足し

ていない限り，Rousseauに絶えず求める内面的姿勢があった。上，看倣し

てよいのではないかと，私は思う。Stendhalの次の文章がそれを明瞭に語

っている。

　＜Si　quelqu’un　m’e6t　parl6　des　beaut6s　de　la　Suisse，　il　m’eOt　fait

mal　au　coeur，　je　sautais　ses　phrases　de　ce　genre　dans　les　Cofessions　et

l’H610ise　de　Rousseau，　ou　plut6t，　pour　etre　exact，　je　les　lisais　en　cou－

rant．　Mais　ces　phrases　si　belles　me　touchaient　malgr61noi．〉一〔16：

　さらにこの引用文のある原書（Ed．　Pleiade）の3行前に，

　〈J’6tais，　sans　m’en　rendre　raison　extrement　sensible　a　la　beaut6

des　paysage…〉一　〔17〕

　だから，これらの引用文にこそStendhalがRousseauに終生示した真

実の気持をわれわれは洞察できるであろう。

　さらに両者には共通の今一つの感受性の領域がある。それは音楽に覚えた

両者の趣味がそれである。Rousseauに執ってはそれは生活の糧をもたらす
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ものであった。つまり，彼は専Fn］家であった。　Stendhalはti”楽を彼の］’Ili熱

の最もよき友とする。それで，『Vie　de　Henry　Brulard」の第二十五章で，

　　＜La　commenga　mon　amour　pour　la　musique　qui　a　peut－6tre　6t6　ma

passion　la　plus　forte　et　la　plus　co〔iteuse，　elle　dure　encore　2a　cinquante－

deux　ans　et　plus　vive　que　jamais．　Je　ne　sais　colnbien　de　lieues　je　ne

ferais　pas　a　pied，　ou　a　combien　de　jours　de　prison　je　ne　me　soumet－

trais　pas　pour　entendre　Don　Juan　ou　le　Matrimonio　Segreto，　et　je　ne

sais　pour　quelle　autre　chose　je　ferais　cet　effort・〉　一　〔18〕

　だが，彼は専門家として音楽に接していたのではない。あくまで好事家の

それであって，音楽を聞くとき，彼の心にある何かを悟らせるからである。

それで，Stendhalは楽譜を学ぷこともしなかったのであり，また、彼の成

人に際してもその素養に欠けていたからである。彼はRousseauの如く作

曲家を師と仰ぐこともなかったのである。ただ，彼の音楽の素養といえば，

青年時代にヴァイオリン，クラリネッ1・と声楽の一寸したレッスンを受けた

にすぎない。尤も，彼もMentionという音楽家にヴァイオリンを習いにい

ったがものにならないと断られたことがあった。但し，一度だけ声楽をもの

にする機会があった。それはあのAngelaとの仲が破綻してイタリアを去

り，Daru伯の保護下にStendha1は生涯で最も羽振りのよか一・た生活を送

り，囲い者のオペラ歌手と，〈1811年から1813年までの毎晩をすごした。〉

時期に声楽だけでも勉強できた筈である。彼女Bereyterはオデオン座で第

二歌手や第三歌手を務めていたからである。しかし，彼は彼女をM6tilde

の如く心から愛していなかったせいか声楽すらも勉強しようという意慾を小

さなかった。このBereyterと別れて1814年から1821年までStendhalはミ

ラノで暮らすが，あのMosca伯の如くスカラ座に頻繁に姿を見せていた。

われわれは小説家Stendhalの出発が彼個人の事情はともあれ音楽家の評伝

研究，すなわち，『Vies　de　Haydn，　de　Mozart　et　de　M6tastase』〔註1〕

であったことを知る。さて，「Les　Confessions』を読破していた彼が音楽家
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としてのRousseauを認識していない筈はなく彼の作曲になる1’Le　Devin

du　village」を讃美している。　Stendhalは1823年にそれを聞いたあとで

Rousseauの音楽に就いて書いたものを読み，彼が1765年に言ったことは今

日でも正鵠を射ていて真実1床が輝いていると，驚嘆している。だが，Sten－

dhalに執っては驚くというよりもおそれ入った印象が先立ったのであるが，

実際，指摘した如く彼は楽譜ばかりか，音楽上の術語すら明確に把握してい

ないと言われている。それなのに彼は厚顔にも次の如く言っている。

　　　＜A　peine　je　connaissais　les　notes（M．　Mention　m’avait　renvoy6　com－

rne　indigne　de　jouer　du　violon，）Inais　je　me　disais：1es　notes　ne　sont

que　l’art　d’6crire　les　id6es，1’essentiel　est　d’en　avoir．　Et　je　croyais　en

avoir．　Ce　qu’il　y　de　plaisant，　c’est　que　je　le　crois　encore　aujourd’・・

hui，　et　je　suis　souvent　f含ch6　de　n’etre　pas　parti　de　Paris　pour　aller

etre　laquais　de　Paisiello　a　Naples…　Et　oserai－je　le　dire？　quelquefois

le　soir　je　trouvais　ma　m610die　plus　noble　et　plus　tendre　que　celle　du

maestro．〉一〔19〕

　　かかるStendhalの誇張は責められるべき性質のものではなかろう。彼は

周囲の環境が許るしていたら音楽家になっていたと確信していた。さらに，

Napolさon磨下の兵士として従軍し，ときには崎嘔をふみつつ，また，頭上

から放つ砲弾の危険にさらされながらサン・ベルナール峠を越えた日の晩に

Cimarosaの「Matrimonio　Segreto』を聞いて自問自答している姿が「Vie

de　Henry　Brulard』に読まれる。

　　＜Le　hasard　a　fait　que　j’ai　cherch6　a　noter　les　sons　de　mon　ame　par

des　pages　imprim合es．　La　paresse　et　le　manque　d’occasion　d’apprendre

le　physique，　le　bete　de　la　musique，　a　savoir　jouer　du　piano　et　noter

mes　id6es，　ont　beaucoup　de　part　b　cette　d6termination　qui　e（it　6t6　tout

autre，　si　j’eusse　trouv6　un　oncle　ou皿e　maltresse　amants　de　la　musi．

que．〉一　〔20〕
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　　そして，Stendha1が音楽に何を期待していたかを知るならばその楽想の

本質を畑眼することができよう。要するに感情の領域に就いては言語以上に

音楽に優越性を認めているということである。飛躍の’観念の明晰性がSten－

dha1の如き種類の人間に執っては属性の如きものでちるとわれわれは看！故

して妥当ではなかろうかと思うがどうであろう。次の文章はRomain　Rol－

landがChampion版の「Vies　de　Haydon，　de　Mozart　et　de　M6tastase』

の＜Pr6face＞で引用しているものである。

　　　＜Dans　les　instants　de　peine　et　de　bonheur，　la　situation　du　cc｝，・ur

change，　a　chaque　seconde．　Il　est　tout　simple　que　nos　langues　vulgaires，

qui　ne　sont　qu’une　suite　de　signes　convenus　pour　exprimer　des　choses

96n6ralement　connus，　n’aient　point　de　signe　pour　exprimer　de　tels

mouvements　que　vingt　personnes　peut－etre　sur　mille　ont　6prouv6s…　Les

合rnes　sensibles　ne　pouvaient　donc　se　communlquer　leurs　expresslons　et

　les　peindre．　Sept　ou　huis　hommes　de　g6nie　trouverent　en　Italie，　il　y

aprさs　d’un　siさcle，　cette　langue　qui　leur　manquait．　Mais　elle　a　le　d合一

　faut　d’さtre　inintelligible　pour　les　neuf　cent　quatre－vignt　personnes　sur

mille　qui　n’ont　jamais　senti　les　choses　qu’elle　peint＞－1／21〕

　　此のこ9：簡は本文では頁349－350に読まれるものである。要するにRomain

Rollandは『Stendhal　et　La　Musique」と題した一文をChampion版の

Stendhal全集のなかの『Vies　de　Haydn　de　Mozart　et　de　M6tastase」が

出版された1914年に〈Pr6face＞を．依頼されて’il’｝’：いたのである。それで私は

彼の次の文章を引用したいと思う。Rollandの文章こそ私が意図しているこ

とを端的に教示しているからである。

　　　〈Nous　verrons，　dans　sa　Lettre　sur　Mozart，　comme　il　en　a　senti　l’a－

moureuse　m61ancolie　et　Ia　douceur　profond．　Pour　parler　son　langage，

Cimarosa　a合te　son　amante　br血lante　des　ann6es　de　jeunesse．　et　Mozart

　la　compagne　affectueuse　de　toute　la　vie＞一〔22〕
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　それで・私はId6010guesに就いてStendhal自身がそうした如く上記の

Romain　Rollandの言葉のなかで，　Mozart云々の部分をJ．－J．　Rousseau

云々と換言すればStendhalとRousseau　との関係が彷那としてくると看

倣すことができるであろうと思う。

　　二第三章〕

　Stendhal小説に於いて作家が心理描写の真実性を確認するその過程は人

間として自己の真撃な内証を得ることにある。かかる小説観の帰結はSten－

dha1小説の大団園が彼の人間性の究極に他ならない1看倣しうるであろう。

　そして，それはStendhalに執っては古典主義を屠った自我の解放の主役

を果した浪漫主義の開花が愛の形式で呼応したものであった。J．－J．　Rou－

sseauが個人的事情はともあれ百科全書派と襖をわかったある真理をMm・

de　StaelとChateaubriandとがいっそう純粋に画いて見せた。さらにSten－

dhalは両者を継承して徹底してその真理を画き切ったと言えるであろう。

　J・－J・RousseauとStendhalの思惟形式は幾度も指摘した通り極端な類

似を示しており，両者の小説にあってはいっそう具体的形跡を見せることに

なる。要するにStendhal小説にあって読者がもっとも感受性に働きかけを

覚える最良の部分を，彼が私淑するJ．－J．Rousseauの作品，少年時代に講

講してしまう程精通していたあの「Les　Confessions』や『Nouvelle　H610i－

se』に負うているということである。

　私は本学の紀要第五巻第一号で『Le　Rouge　et　le　Noir」に就いて，と題

して論文を発表した際にいわゆるStendhaliensがくピストルの場〉を，す

なわち，あのJulienの行為に就いて如何なる見解を示したかを主として

Henri　Martineau，及び，　Jean　Pr6vostの見解を例にとり両人の研究を紹

介してきた。それで，MartineauはJulienの心理喪失をStendhalが書物

から学んだとは思わないと断定し，一方，Prevostは昔から小説家はかかる

人間の心理状態を認めてはいたが，その描写の手段を持たなかったと看倣し
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ていた。このような見解に対して私は自己の見解を述べておいたのであるが，

作家Stendhalが諸諦していたと回想すRousseauの　「Julie　ou　la　Nouve－

lle　H引oise』にはそのような主人公Saint－Preuxの心理喪夫の場が描写さ

れている。Stendhalは確かに書物からも学んだのである。次にRousseau

の『Heloise　9のなかの書簡十八より引用しておきたい。

　　〈Je　ne　puis　vous　parler　de　mon　voyage；apelne　sals－je　comrnent

il　s’est　fait．　J’ai　mis　trois　jours　a　faire　vingt　lieues；chaque　pas　qul

m’610ignait　de　vous　s6parait　mon　corps　de　mon　ame，　et　me　donnalt　un

sentiment　anticip6　de　la　mort．　Je　voulais　vous　decrire　ce　que　je　ver，

rais．　Vain　projet！　Je　n’ai　rien　vu　que　vous，　et　ne　puis　vous　peilldre

que　Julie．　Les　puissantes　6motions　que　je　viens　d’6prouver　coup　sur

coup　m’ont　jet6　dans　des　distractions　continuelles；Je　me　sentals　tou・

jours　ou　je　n’6tais　point　：a　peine　avais－je　assez　de　pr6sence　d’esprit

pour　suivre　et　demander　mon　chemin，　et　je　suis　arriv6　a　Sion　sans　etre

parti　de　Vevai．〉一〔23〕

　　「Le　Rouge　et　le　Noir』を論考した際に指摘したことであるがStendha1

はあのJulienの行為を描写する手段を持たなかったと非難されたのである

が，例え，此の引用文程度にせよJulienの心理を描いていたならば逆に私

はJulienの行為の現実性を失っていたであろうと思う。　ところでかかる主

人公の心理喪失の場面を描写して非難されたのはStendhalばかりではない。

　　上記引用文の描写を捉えてVoltaireはRousseauを皮肉たっぷりに非難

しているのであるが，いささか本論から難れるとしても引用しておきたいと

思う。

　　＜Daignerez－vous，　monsieur，　me　dire　en　passant　comment　ce　corps

et　cette　ame，　qui合taient　s6par6s　au　premier　pas，　se　S6parbrent　enCOre

aux　autres　pas，　et　se　retrouverent　ensuite　au　dernier　pas？〉　一　〔24〕

　　此の両者の争点にすらGoetheの次の言葉は正しいようである。
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〈Avec　Voltaire，　c’est　un　monde　qui　finit；avec　Rousseau，　c’est　un

monde　qui　commence．〉一〔25〕

　　さらには私はStendhalの『Lucien　Leuwen』に就いてと題して本学の

紀要第三巻第一号で主人公Lucienと彼の恋人Chasteller夫人がいわゆる

小説のぐInodさle＞以上に作家と密着していることを指摘しておいたが，以

下に引用するrLes　Confessions』の文章を読．むとき，読者であるわれわれ

は恰もLucienとChasteller夫人との恋の場面を読んでいる錯覚を感じる

であろう。それ程に描写が似ていることは如何にStendha1がRousseau

の作品から深い影響を受けているかを示唆していると考えることができるで

あろう。

　　＜Elle　ne　paraissoit　ni　plus　tranquille　ni　moins　timide　que　Inoi．

Troublee　de　me　voir　12a，　interdite　de　m’y　avoir　attir6，　et　commenCant　a

senti1’toute　la　cons6quence　d’un　signe　parti　sans　doute　avant　la　r6fle－

xion，　elle　ne　m’accueilloit　ni　me　repoussoit，　elle　n’6toit　pas　Ies　yeux

de　dessus　son　ouvrage，　elle　tachoit　de　faire　comme　si　elle　ne　m’eat

pas　vu　a　ses　pieds：mais　toute　ma　bさtise　ne　m’empechoit　pas　de　juger

qu’elle　partageoit　mon　embarras，　peut－etre　mes　d6sirs，　et　qu’elle　6toit

retenue　par　une　honte　semblable　a　la　mienne，　sans　que　cela　me　don－

n合tla　force　de　la　surmonter．　Cinq　ou　sixans　qu’elle　avoit　de　plus　que

moi　devoient，　selon　moi，　mettre　de　son　c6t6　toute　la　hardiesse，　et　je

me　disois　que，　puisqu，elle　ne　faisoit　rien　pour　exciter　la　mienne，　elle

ne　voulait　pas　que　j’en　eusse．　Meme　encore　aujourd’hui　je　trouve

que　Je　pensols　Juste，　et　s〔irement　elle　avoit　trop　d’esprit　pour　ne　pas

voir　qu’un　novice　tel　que　moi　avoit　besoin　non　seulement　d’etre　encou－

rag6，　mais　d’etre　instruit．

　　Je　ne　sais　cornment　e血t　fini　cette　scさne　vive　et　muette，　ni　combien

de　tems　j’aurois　demeur6　immobile　dans　cet　6tat　ridicule　et　d61icieux，
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si　nous　n’eussions　et6　interrompus．　Au　plus　fort　de　mes　agitations，

j’entendis　ouvrir　la　porte　de　la　cuisine，　qui　touchoit　la　chambre　ou　nous

etiOns，　et　Mme　Basile　alarmee　me　dit　vivement　de　la　vOixet　du　geste：

Levez－vous，　voici　Rosina．　En　me　levant　en　hate，　je　saisi　une　Inain

qu’elle　me　tendoit，　et　j’y　appliquai　deux　baisers　brOlans，　au　second

desquels　je　sentis　cette　charmante　main　se　presser　un　peu　contre　lnes

levres．〉一〔26〕

　　後続の文章を注1として引用しておきたいと思う。此の引用文に於いて若

しMmG　Basileの名の1．○にMme　de　Chastellerとなっていたならば多分

われわれ読者は錯覚どころかこの文章にStendhalの文章を見たであろう。

そして，私がLucien論でこの小説をStendhalの遺書という表言で結論し

たのであるが，それは確かに作家StendhalのMetildeに抱いた告白に相

違ないのである。　このようにStendhalとJ．－J．　Rousseauの作品に相似性

が観られるのig上記の指摘ばかりではない。さらにこの相似性を問題こして

ゆきたいと思う。

　　すでに第二章で指摘したのであるけれどもStendhalはRousseauの音

楽家としての業績を認識していた。そして，われわれはRomain　Rolland

の適切な警愉からも容易に推測される如くStendhal小説の主人公たちはそ

れぞれ自己の：気持を旋律にゆだねる。例えば，MatildeはJulienを愛して

いる自分を認めてイタリア・オペラを聞きながら母親を驚かせる程に自己を

忘れ．喜悦に耽溺する姿を読者に見せている。

　　　くIl　ne　parut　point；ces　dames　n’eurent　que　des　etres　vulgaires　dans

leur　loge．　Pendent　tout　le　premier　acte　de　1’op6ra，　Matilde　rさva　a

l’homme　qu’elle　aimait　avec　les　transports　de　la　passion　la　plus　vive；

mais　au　second　acte　une　maxime　d’amour　chant6e，　il　faut　ravouer，　sur

une　m610ndie　digne　de　Cimarosa，　p合n6tra　son　c（£ur．　L’h6roine　de

1’op6ra　disait：Il　faut　me　punir　de　1’excさs　d’adoration　que　je　sens　pour
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］ui，　je　l’aime　trOp！

　　Du　moment　qu’elle　eut　ertendu　cette　cantilene　sublime，　tout　ce　qui

existait　au　monde　disparut　pour　Matilde．　On　lui　parlait，　elle　ne　r6pon－

dait　pas　；sa　mさre　Ia　grondait，　a　peine　pouvait－elle　prendre　sur　elle

de　la　regarder．　Son　extase　arriva　a　un　6tat　d’exaltation　et　de　passion

comparable　aux　mouvement　les　plus　violents　que　depuis　quelques　jours

Julien　avait　6prouv6s　pour　elle．　La　cant｛1さne，　pleine　d’une　grace　divine

sur　laquelle　6tait　chant6e　la　maxime　qui　lui　semblait　faire　une　appli－

cation　si　frapPante　a　sa　position，　occupait　tous　les　instant　oti　elle　ne

songeait　pas　directement　a　Julien．　Grace　a　son　amour　pour　la　mu－

sique，　elle　fut　ce　soir－1a　comme　madame　de　Renal　6tait　toujours　en

pensant　a　Julien．〉一　〔27〕

　　それで，邸に帰ったMatildeはこの．歌曲を幾度もピアノをひきながら感

動ごめやらぬ情熱の余韻を享受しつつ歌い続けたのである。

　　一方，Matildeが自分を恋しているらしいと感じたJulienはやはり＜1’

Op6ra　italienジで声楽から感動を覚える。そこでは彼の友人のG合ronimo

が出演していた。

　　＜La　sienne　eOt　fait　honneur　a　la　prudence　diplomatique　de　M．　le

chevalier　de　Beauvoisis．　Il　n’6tait　encore　que　dix　heures；Julien，　ivre

de　bonheur　et　du　serエtiment　de　sa　puissance，　si　nouveau　pour　un　pau－

vre　diable，　entra　a　l’Op6ra　italien．　Il　entendit　chanter　son　ami　G6ro－

rlimo．　Jamais　la　musique　ne　l，avait　exalt合ace　point．　Il　6tait　un

Dieu．〉一〔28〕

　　Matildeから愛されているのではないのかという幸福感とG合rorimoの

歌はJulienの心で唱和し，彼の喜悦の琴線をいっそう強よくかき鳴らす。

だが，音楽は幸．福の友である一方不幸の友でもある。一度，Julienに身を

まかせたMatildeではあったが生来の高慢な自尊心から百姓の悼Jnlienの
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奴隷となった身を深く後悔し，冷淡に彼女はJulienに接するようになる。

このような女の心がわりをした態度を眺めて彼は絶望し自殺しようかとピス

トルを手にする惨めな日々を送るようになる。それで，なんとか彼女の気持を

取り戻そうとJulienは辛らい心理葛藤を操りかえす破日になり、彼女との

愛の断絶に疲労困態した彼の気持はCarolineの絶望の旋律と唱和している。

　　＜Par　bonheur　il　trouva　la　loge　de　la　mar6chale　remphie　de　femmes，

et　fut　rel6gu6　prさs　de　la　porte，　et　tout　a　fait　cache　par　les　chapeaux．

Cette　position　lui　sauva　un　ridicule　；les　accents　divins　du　d6sespoir

de　Caroline　dans　le　Matrimonio　segreto　le　firent　fondre　en　larmes

Madame　de　Fervaques　vit　ces　larmes；elles　faisaient　un　tel　contraste

avec　la　m21e　ferme飴de　sa　physionomie　habitueile，　que　cette　ame　de

grande　dame　dさs　longtemps　satur6e　de　tout　ce　que　la　fiert6　de　parve

nu　a　de　plus　corrodant　ell　fut　touch合e．　Le　peu　qui　restait　chez　elle

d’un　cceur　de　femme　la　porta　a　parler．〉一〔29〕

　Stendhal小説の主人公たちは上記の二，三の引用文から推察される通り，

そのときの彼等の感情を音楽にゆだねたり，発見したりする。しかしながら

常にStendhalが作品に於いて音楽の占める役割を主入公たちとの心理的関

係に於いて直線的に捉えていたのかと反問して観るとき必ずしもそうではな

い。

　　『Le　Rouge　et　le　Noir』のなかでRenal夫人がJulienとの恋に熱中

している絶頂時に恋愛にも流れがあるとするならばその流れを堰どめるが如

き態度にでる動機も実は音楽と関係があったのである。オヘラ歌手が来ると

いうので夫人はJulienを恰も忘れてしまったかの如く燥ぎまわる。かかる

少女のように陽気な態度を示す夫人を眺めてJulienは呆然yする。

　また，「La　Chartreuse　de　Parme』のCrescenzi侯がCleriaと自分と

の婚約を祝って毎夜演奏させるセレナーデはFabriceにもCl6riaにも何ん

ら関係のない別の次限のことでしかない。むしろCl6riaに執っては迷惑な
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ことでしかなかったであろう。

　ただ，Stendhal小説に於いて上記のわざとらしい旋律の撞入感を与える

作品にではなく短編rMina　de　VangheLに秀れた描写がみられる。　Lar－

cayに近づくためにMinaはLarcay夫人の侍女として彼の家庭に入り込

む。主人たちが留守の折に彼女は湖岸を散索しながら自己の狂気を反省して

最初は悲しみに沈む。やがて【」1の端に月が登り湖水を照らす。空には彼女の

国から流れきた雲が恰も彼女に勇気を与える祖先の化身の如くである。彼女

は母が何時の日か貴女は人を愛することがあれば狂気じみたことをしでかす

でしょう。と話していたのを辛らい悲しい気持で回想する。そのとき，さき

程から聞えていた歌声がいっそう近くの湖上から流れてくる。

　　〈La　voix　qui　chantait　sur　le　lac　se　fit　entendre　de　nouveau，　mais

de　beaucoup　plus　pres．　Mina　comprit　alors　qu’elle　partait　d’une　bar－

que　que　Mina　aperCut　par　le　mouvernent　qu’elle　Communiquait　aux

ondes　argent6es　par　la　lune．　Elle　distingua　une　douce　m610die　digne

de　Mozart．　Au　bout　d’un　quart　d’heure，　elle　oublia　tous　les　reproches

qu’elle　avait　a　se　faire，　et　ne　songeait　qu’au　bonheur　de　voir　Alfred

tous　les　jours．〉一　〔30〕

　かくてMozartの音楽にMina已自己の恋の運命を予感することになる

のであるが，それ以上の幸福を望んだとき彼女は破滅への道を一直線にたど

る。

　このように小説の主人公の感情が音楽と唱和する描写は何もStendhalの

独創ではない。すでにJ．－J．Rousseauは彼以上に作品のなかで音楽と主人

公の気持を唱和させるのに成功している。さらに幾度も指摘を操りかえした

がStendhalはこのことを充分に認識していた筈である。　Rousseauの『Les

Confessions』や『Julie　ou　la　nouvelle　H610ise」のなかにこうした唱和の

場面が描写されている。一方，Stendhalの最初の著作でどうしてHaydn

やMozartと並んでM6tustaseの記述があったのか奇異に感じる読者もい
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るであろう。M6tastaseに就いて彼が記述したものが全く借用したものと分

った今日なおのことその感を深くするが，実はJulieが頻繁に讃美した音

楽家であることはrHeloise」を一瞥するだけで認めうることである。

　　ではRousseauの作品で音楽が如何なるかかわり方をしているのかを検

討してみよう。私はrLes　Confessions」から先づ引用して観たいと思う。

　　〈Je　suis　persuad6　que　je　lui　dois　le　goQt　ou　plut6t　la　passion　pour

la　musique，　qui　ne　s’est　bien　d6velopP合e　en　moi　que　longtems　aprさs．

Elle　savoit　une　quantit6　prodigieuse　d’airs　et　de　chansons　qu’elle　chan－

toit　avec　un　filet　de　voix　fort　douce．　La　s6r6nitさ　d’ame　de　cette　ex－

cellente　fille　610ignoit　d’elle　et　de　tout　ce　qui　renvironnoit　la　rξlverie

et　la　trsitesse．　L’attrait　que　son　chant　avoit　pour　moi　fut　tel　que　non

seulement　plusieurs　de　ses　chansons　me　sont　toujours　rest6es　dans　la

m6moire，　mais　qu’il　m’en　revient　meme，　aujourd’hui　que　je　l’ai　perdue，

qui，　totalement　oubli6es　depuis　mon　enfarlce，　se　retracent　a　mesure　que

je　vieillis，　avec　un　charme　que　je　ne　puis　exprimer．　Diroit－on　que　moi，

vieux　radoteur，　ronje　de　saucis　et　de　peines，　je　me　surprens　quelque．

fois　a　pleurer　comme　url　enfant　en　marmottant　ces　petits　airs　d’une

voix　d6ja　cassee　et　tremblante？〉一〔31〕

　　此の引用文で読みうるのはRousseauの感受性が自己の少年時代の迫憶

を彼の叔母が歌っていた旋律と融合して回想させていることである。正しく

音楽は告白者である彼と一体になっており，読者であるわれれわに何んら遊

離した印象を与えていない。次に「H610ise』から引用したいと思うが，此

の文章は書簡の第四十七の終りの部分を占めている。

　　＜N’es－tu　pas　la　premiere　source　de　toutes　les　affections　de　mon　ame？

et　suis－je　a　l’epreuve　des　prestiges　de　ta　magie？Si　la　musique　e〔it　agi

sur　tous　ceux　qui　l’entendait；mais　tandis　que　ces　chants　me　tenaient

en　extase，　M．　d’Orbe　dormait　tranquillement　dans　un　fauteuil；et　au
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milieu　de　mes　transports，　il　s’est　content6　pour　tout　610ge　de　demender

si　ta　Cousine　savait　1’italien．

　　Tout　ceci　sera　mieux　6clairci　demain…〉一〔32〕

　　主人公Saint－PreuxのJulieに覚えている愛が音楽を触媒としてよりい

っそう強く高まる様子を作家は上記の如く描写する。確かに主人公がJulie

を想う気持とその琴線で旋律が奏でるものとは共鳴しあい，融合して愛その

ものの世界が創造されている。次の，すなわち，書簡の第四十八でSaint－

Preuxはヴァイオリンの名手の演炎を聞いて彼が感じた烈しい感動をJulie

に伝える。引用文三十三は彼が音楽の持っている真髄を朧気ながら感じてゆ

く状態をJulieを通じて読者に知らせ，此の第四十八書簡でRousseauは

Saint－Preuxに音楽の真髄をひと息に悟らせる創作ぶりを展開している。

　　〈Ah！　ma　Julie！qu’ai－je　entendu？　Quels　sons　touchants！　quelle

musique！　quelle　source　d61icieuse　de　sentiments　et　de　plaisirs…Oque

ton　digne　frさre　avait　raison！　Dans　quelle　6trange　erreur　j’ai　vecu

jusqu’ici　sur　les　productions　de　cet　art　charment！Je　sentais　leur　peu

d’effet，　et　l’attribuais　a　sa　faiblesse．　Je　disais：la　musique　n’est　qu’un

vairl　son　qui　peut　flatter　l’orei　lle　et　n’agit　qu’indirectement　et　legさre－

ment　sur　l’ame：1’impression　des　accords　est　purement　mecanlque　et

physique；qu’a－t－elle　b　faire　au　sentiment，　et　pourquoi　devrais－je　esp合一

rer　d’etre　plus　vivement　touche　d’une　belle　harmonie　que　d’un　bel　ac－

cord　de　couleurs？　Je　n’apercevais　pas，　dans　les　accents　de　la　m610die

apPliqu6s　a　ceux　de　la　langue，　le　lien　puissant　et　secret　des　passlons

avec　les　sons；je　ne　voyais　pas　que　l’imitations　des　tons　divers　dont

les　sentiments　animent　la　voix　parlante　donne　a　son　tour　a　la　voix

chantante　le　pouvoir　d’agiter　les　cceurs　et　que　l’6nergique　tableau　des

mouvements　de　l’ame　de　celui　qui　se　fait　entendre　est　ce　qui　fait　le

vrai　charme　de　ceux　qui　1’色coutent．〉一〔33〕
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　此の引用文に続く文章でSaint－Preuxは自分が音楽を理解し始めたから

音楽がひとの魂に直接働きかけて，しかも，その効果は絶大か皆無かのどち

らかであるとまで極言できるという。それは，勿論，作家でもあり音楽家で

もあるJ．一　J．　Rousseauの音楽論であろう。このようにRousseauの著作に

観られる音楽の作品への投影はStendhal小説のなかに深く惨透しているの

がわかるであろう。

　勿論，他の分野で両人を比較し検討して論考する必要があることは言うま

でもないが，すでに両者の政治観に就いてはStendhalと　Helv6tiusとの

関係を論考した際に触れて置いたので主論文，及び，副論文を参照されたい

と思う。此の主題，すなわち，StendhalとJ．－J．　Rousseauとの関係を研

究して結論として言えることはわれわれStendhal研究者が考えている以上

に両人の関係は密接なものがある。

　　　　終　　り

　註1に就いて，Champion版のoeuvres　complさtes　de　Stendhal　publi合e

sous　la　Direction　d’Edouard　Chalnpionの頁二十三から頁二十四にかけて

次の文章が読まれる。

　　〈Extrait　de　la　Petite　Revue　des　Bibliophiles　Dauphinois　Num●ro

15－juillet　1912－Tire　a　30　exemplaires．

　　〈Le　premier　volume　pub1絶　par　Henry　Beyle　a　pour　titre：　〈Vies

de　Haydn，　de　Mozart　et　de　Metastase．＞　Il　a　paru　pour　la　premiさre

fois　chez　P．　Didot　1’aine，　en　1814．

　　〈Depuis　cette　6poque　les　bibliographes　ont　signal6　deux　autres　edi－

tlons　publi6es　en　1817　et　1831．　C’est　une　erreur．　　Cet　ouvrage　n’a　6t6

1mprlm6　qu’une　seule　fois　jusqu’en　1854．　L’6dition　originale　de　1814

a6t6　d6marqu6e　et　rafraichie　deux　fois：en　1817　et　en　1831…　14－4．－

Vies　de　Haydn　de　Mozart　et　de　Metastase　par　de　Stendhal（Henry

Beyle），－Nouvelle　6dition　entiさrement　revue．　一（Epigraphe），－Paris，
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Michel　L6vy　frさres，1854，　in－18，　PP　341．

　　　引用．文、．．）原典，ぼび，その頁。

iV　Stendhal：OEuvres　intimes，　Eol．　P16iade　p．555．

f2）　J．－J．　Rousseau：Les　Confessions　Ed．　Classiques　Garnier　p．75－76．

r3）F．　M．　Alb6rさs：Le　Naturel　chez　Stendha1，　Ed．　Nizet．　P．187．

；1－）　Stendha1：Journal，　Ed．　P］6iade　p．720．

‘．5）　Ibid．，　p．1275．

t6）　Ibid．．　P．1529．

（7）　Stendhal：Vie　de　Henry　Brulard，　Ed　PI6iade　p．95。

18）　Ibid．，　P．188．

（g）　Ibid．，　p．258．

11〔D　Ibid．、　P．187．

q1）Stendha1：Le　Rouge　et　le　Noir，　Ed．　P16iade　p．235．

！、②　Stendhal：Journa1，　Ed．　Pl6iade　p．714．

（13）　Ibid．，　P．631．

114〕　Ibid．、　P．1350．

（15）Stendha1：Correspondance，　Ed．　Le　Divan　T．皿．　p．296．

c，16）Stendhal：Vie　de　Henry　Brulard，　Ed．　P16iade　p．409．

（17＞　Ibid．，　P．409．

C18）　Ibid．，　P．243．

（19）　Ibid．，　P．360－361．

120）　Ibid．，　P．364．

（2D　Stendhal：Vies　de　Haydn，　de　Mozart　et　de　M6tastase，　Ed．　Champion．

　　Pr6face　par　Romain　Rolland．　p．15－16．

（2カ　Ibid．，　P．21．

㈱　J．－J．　Rousseau：Julie　ou　la　Nouvelle　H610ise，　Ed．　Classiques　Garnier

　　P．42．

¢4）　Ibid．，　p．42．

劇　Lanson　Tuffrau：Manuel　illustr6　d’Histoire　de　la　Litt6rature　frangaise．

　　Ed．　Classiques　Hachette．　p．467．

㈱　J．－J．Rousseau：Les　Confessions，　Ed．　Classiques　Garnier．　T．　1．　p．102

　　－103．

働　　Stendha1：Le　Rouge　et　Ie　Noir．　Ed．　P16iade　p．555－556．

i128）　Ibid．，　P．527．
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〔TJJ　lbid．．　p．618－619．

⑳　Stendhal：Mina　de　Vanghe1．　Ed．　P16iade　p．1151．

　cll）　J．－J．　Rousseau：Les　Confessions，　Ed．　Classiques　Garnier．　T．　1．　P．16

　　－17．

　（弛　J．－J．　Rousse∂u：Julie　ou　la　Nouvelle　H6　lo　ii　se．　Ed．　Classiques　Garnier

　　p．105．

eli｝｝　　1bid．，　p．106．

　　副論文その四，StendhalとHelv6tius

　〔序論〕

　私はStendhalとHelv6tiusとの関係を研究し論考するに際して，　F．　M．

Alb6rさsやErnst　Casirerの見解を参考にしたり，また，その見解を引用

したが，勿論，私の見解を展開するための最小限度に止めておいたことはい

うまでもあるまい。さらには日本の哲学者たちの文献も大いに参考にした。

此の論文の終りにそれらを参考文献として列挙したいと思テ，

　　〔本論〕

　Helv6tiusはわれわれのEsprit（L・・la　facult6　meme　de　penser）をsen・

sibilite　physiqueと　memoireとから成立すろと定義している、かかる定

義はHelv6tiusもde　Tracy，　Cabanis，　Maine　de　Biranと同じくCondillac

のSensibilismeの継承者であると看倣されることになる。

　さて，Stendhalはグルノーブルの中央学校存学時代にCondillacなどの

哲学を「Vie　de　Henry　Brulard』を読めば理解されるが少しは認識してい

たと推考してよいであろう。例えば，次の書簡が彼の認識の片鱗をわれわれ

にボしている。此の手紙は1802年6月6日に友人Edouard　Mounierに宛

てたものである。1800年に第一通が始まる彼の書簡集に於いて上記の書簡で

始めてわれわれはHelv6tiusの名を読む。

　＜Jusque－la　le　public　avait　souffert　assez　patiemment　trois　expositious

diff合rentes　et　quatre　ou　cinq　beaux　discours，　tous　relnplis，　pour　etre
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plus　touchants，　de　belles　et　bonnes　maximes　extraites　de　Voltaire，　HeL

v6tius……〉一〔1〕

　　翌年の1803年，StendhalにHelv6tiusの研究に文字通りうちこみ．始めて

いるのであるが，後年，『Vie　de　Henry　Brulard二でこの頃を回想して彼は

Helv台tiusに持った信頼と真情とを：1皮歴し，　Helv6tiusを生涯の師．と仰いだ

ことを強調して次の如く記している，

　　　〈Je　n’avais　pour　apPui　que　mon　bon　sens　et　Ina　croyance　dans　l’

Esprit　d’Helv6tius．　Je　dis　croyance　exprさs，　eleve　sous　une　machine

pneumatique，　saisi　d’alnbition，　a　peille　6mancipe　par　lnon　envoi　a　l’

Ecole　centrale，　Helv6tius　ne　pouvait　さtre　pour　nloi　que　pr6diction　des

choses　que　j’allais　rencontrer．　J’avais　confiance　dans　cette　longue　predi’

ction　parce　que　deux　ou　trois　petites　pr6dictions，　aux　yeux　de　ma　si

courte　exp6rience，　s’6taient　verifi6es．　〉一　〔2：

　　それで，例えば，1805年2刀3日のStendhalの体験を紹介しておこう。

　　＜L’exp6rience　que　j’ai　acquise　chez　Dugazon　m’a　6t6　trさs　utile　pour

me　connaitre　moi－meme．　Pac6　m’a　dit　un　jour：（Vous　etes　tout　pas－

sion．）Mante　est　du　meme　avis．　Je　le　sens　moi　mさme．　Dugazon　est　du

meme　avis　sur　ce　qu’il　conna↑t　de　moi．〉一〔3〕

　　彼の実生活ばかりか，彼は小説のなかの主人公たちにも予言とか前兆とか

を信じさせているのを読者は知っている。

　　だが，StendhalがHelvetiusを研鎖し始めた最初の動機は文学を研究す

るための理論とすることであった。それゆえ，彼は日記に次の如く記してい

るのである。

　　＜Mais　oU　6tudier　la　litterature，？－Dans　Helvetius，　et　un　peu　Burke，

et　voir　beaucoup　d’applications　dans　Shakespeare，　Cervantes，　Moliere．〉

一
〔4〕

　　その結果，Stendhalは全ての文学は五項目の原理から成立すると看倣し
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ているのであるが以下にその五項目を彼が日記に挙げる順序に従って列挙し

て観たいと思う。

　　　＜　　1°　Celui　de　cet　article：　on　ne　peut　peindre　ce　qu’on　a　jarnais

vu，　ni　juger　des　portraits　faits　par　les　autres・

　　2°　Le　sublime，　sympathie　avec　une　puissance　que　nons　voyons

terrible，

　　3°　Le　rire　（Hopps）

　　4°　Le　sourir，　vue　de　bonheur

　　　5°　Etudier　une　passion　dans　les　livres　de　medecin　（Pinel），　dans

la　nature　（lettres　de　Mlle　de　Lespinasse），　dans　les　arts（Julie，　H610－

ise，　etc，）〉　一　〔5〕

　　此の引用文は1810年の日記であるが，EM．　Alb6rさsが指摘すを如く始

めてHelv6tiusに抱いた熱狂．が1810年，1813年と続き，　Stendhal　lk　Helv6－

tius哲学の本質を把握するに至るので5る。次にAlberさsの指摘を引用し

ておく。

　　　〈Dix　ans　apres　le　premier　enthousiasme　provoqu6　par　Ia　lecture

d’Helv6tius，　alors　que　Stendhal　rejette　la　m6thode　id6010gique，　il　cite

encore　Helv6tius，　sans　doute　parce　que　ce　sensualiste　avait　su　aussi　r6－

habiliter　les　passions．　Dans　un　passage　de　son　journal　date　du　6　mars

　1813，　aprさs　avoir　6tudi6　1e　caractさre　des　personnages　de　tragedie，　il

6tablit　les　d6finitions　suivantes：（Definitions：La　science　est　le　sou，

venir　des　faits　ou　des　id6es　d’autrui（Helv6tius　1，175……

Esprit：assemblage　d’idees　neuves　et　int6ressantes　（1．lelvetius），1，1

　75）〉一　〔6〕

　　　でぱStendhalが人間の認識を目的としてこのHelvetiusの哲学から学

び得た知識は何かが次の研究課題であり，また，その薫染の深遼が問題となる

であろう。前者が後・者から得た諸観念に於いて見落してならないのはくpad一
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sion＞と〈vertu＞であると考える。それで先づわれわれは〈passion＞に就

いて考えたい。と，思う。StendhalはHelv合tiusが説明する〈passion＞

をどのように把握したのかを研究して観よう。1803年にいわゆる彼の『Pen－

s6es』〔註1〕に〈Les　passions　peuvent　tout．〉と，記して，さらに，　F．　M．

Alb6rさsなどの研究によると彼はHelv6tiusの文章をそのまま引用してい

る。そこでStendhal自身が引用した文章を以下に引用しておく。

　　〈Helv6tius．317，C’est　aussi　dans　1’age　des　passions，　c’est－a－d▲re　de－

puis　vingt・cinq　jusqu’a　trente　－cinq　ou　quarante，　qu’on　est　capable　des

plus　grands　efforts　et　vertu　et　de　g6nie，〉一　〔1〕

　ただHelvetiusの原文との相異点は人間に於いて情熱の発揮できる年齢

をStendhalはHelv6tiusより弱冠，即ち，40才までとそれも条件づきで

延長している位である。

　ところで，・今問題としている＜Les　passions　peuvent　tout＞という命題は

確かに非合理的要素を含むと召傲すべきであろう。Helv6tius自身はそれを

愛が知的にしない愚かな娘はいないと、説明している。

　　〈Que　de　Inoyens　ne　lui　fournit－elle　pas　pour　tromper　la　vigilance

de　ses　parents，　pour　voir　et　entretenir　son　amants？　La　plus　sotte　est

alors　la　plus　inventive．〉一　〔8〕

　Stendhalはこの文章を劇作の一助にと早速自己のノートに収録する。

　　〈Les　passions　peuvent　tout．　Qu’une　fille　de　seize　ans，　elev6e　par　ses

parents，　bourgeois　d’un　petite　ville，　est　sotte！　Elle　est　amoureuse，　que

de　96nie！〉一　〔9〕

　Helv6tiusから得たかかる＜passion＞の認識が小説家Stendhalの人間観

を豊饒にし，Helv6tiusが＜passion＞をなぜ最も重要視するのかをSten－

dhalは納得し，よりいっそう幅のある人間認識の観念を得て，現実の生活

と，やがては小説の創作に於いてもそれを役立てる。

　Helv6tius哲学の真髄を明らかにすると，彼は精神の不平等の原因は教育
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の相異に巾来し，教育の相異が由来すろのは人間の注意能力の不平等からで

あることは明瞭であると，いう。　これがHelv6tius哲学の前提をなしてい

ると思うが，さらに具体的に観ると，教育の相異とか人の注意能力は後天的

な素質であり，注意能力の大小が知識の尺度に関係する。そのためには注意

を持続する根気が肝要であり，人間に根気を与えるものは情熱でちる。Sten－

dhalにHelv6tiusのこの明解な説明を深く信頼し，同時に研究していた

Cabanisの哲学を漠然としていると百倣して，これを批難していた，それば

かりか，彼は自己の生活の規範をこのHelv6tiusに習う。次の書簡は過去

の自己の生活をHelv6tius流に解釈したもの三．考えろことができろで5ろ

う。

　　　＜C’est　l’envie　de　m’amus・er　ou　la　crainte　de　l’ennui　qui　m’ont　fait

aimer　la　lecture　dさs　l’age　de　douze　ans．　La　maison　6tait　fort　triste　；

je　me　mis　a　lire　et　je　fus　heureux：les　passions　sont　le　seul　mobile　des

hommes；elles　font　tout　le　bien　et　tout　le　mal　que　nous　voyons　sur　la

terre．〉　　〔／0〕

　　なお，Stendha1がこの文章のなかで告自している如く，授it．k＜何もし

たくない精神の真空状態に絶えず悩まされる時期があった。Stendhaliens

は彼が故郷グルノーブルからエコール・ポリテクニックの受験の口的でパリ

に出て来て，受験にさえ姿を現わさなかった原因をかかるStendhalの倦怠

と推測しているようである。

　　　次に，1804年の5月に妹Paulineに宛てて以下の如く書いている，

　　　＜Les　hommes　ont　diverses　ressources　contre　l’ennuis：d’abord，　il　faut

remuer　le　corps　quand　on　est　ennuye，　c’est　la　le　moyell　te　plus　s食r・

Je　montais　donc　souvent　a　cheva1；je　cherchais　a　me　relldre　t6moin

dans　les　duels，　a　me　passionner　enfin；avec　les　passions，　on　s’ennuie

jamais；sans　elles，　on　est　stupide．〉一〔11〕

　　　Id6010gue，殊にStendhalに執ってHelvetiusの研究は劇f乍の日的1三か
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りでなく，彼の倦怠の治療薬ともなった。また，このようなSteudhalの姿

をJulienやFabrice，特に，　ArmanceとLueienに見出すことは容易で

ある。此のHelv6tiusの説く＜passion＞を作家Stendhalはどのように小

説にとり入れているのか，答えは至極明解である。それこそ主人公たち一

くpassionジである。彼の小説の主人公は情熱の化身そのものと言っても過

言ではない。Id6010gueの諸理論はStendhalに執っては創作の際の理論上

の確かな恨拠であるばかりか，それは創作後の真理ともなる。

　第二に＜vertu＞に就いてStendhalはHelv6tiusの『De　rEsprit』から

如何なる知識を得たのであろうか。

　Helvetiusは個人が社会環境の塊儘！と看倣するのであるからCondillacの

Sensualismeを個人対会社の関係におく。そこに彼が倫理観を対会社にまで

拡大した二いわれる所以がある。だから彼の幸福観の説明は以下の如くなる。

人間は感覚の快楽，すなわち，幸福を求める。但し，幸福は他者からの

＜estime＞を享受することを条f牛としな：ナればならない。彼自身に語って貰

うとしよう。

　　＜Le　public　en　effet　n’estime　que　les　actions　qui　lui　sont　utiles．　N’

est　appel（三vertu　que　le　d6sir　du　bien　gen6raL　II　doit　donc　y　avoir　con－

ciliation，　et　non　opposition　，　entre　l’interet　personnel　et　l’interet　gCn6－

ral．　Car　tout　etre　humain　recherche　l’estime　d’autrui　comme　la　chose

qui　Iui　est　le　plus　agr6able；ses　actes　seront　donc　dict6s　par　le　d6sir

de　meriter　cette　estime；1’homme　ne　peut　trouver　le　bonheur　s’il　y　a

desaccord　entre　1’int6ret　personnel　et　1’int6ret　public．〉一　〔12〕

　Stendhal二この文章を，〈Pensees＞の1803年4月20日の日付でわれわれ

の利害と他者との利害が一致しなければならない。と，要約している。

　かかる要約からも理解されるが，　彼はHelv6tiusから徳や幸福に関する

観念を示教されたわけであるが，取得した知識を例の如く妹Paulineに伝

える復習を試み，読吾から得たものを完全に自己の薬籠に収める。
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　　1803年1月29日

　　〈Tu　doit　t’appliquer　a　chercher　quelles　sont　les　choses　qui　peuvent

faire　ton　bonheur；tu　verras　enfin　que　c’est　la　vertu　et　l’instruction；

quand　tu　seras　convaincue　de　ces　deux　v6rites，　je　ne　suis　plus　en　peine

de　toi，　tu　te　trouveras　vertueuse　et　instruite　sans　t’en　douter．〉一　〔13〕

　　1804ゴ1：5月11Ei

　　〈…Fais－donc　bien　vite　an　cahier　d’apPlication，11e　prononce　jamais

le　mot　de　vertu　sans　te　dire　tout　ce　qui　est　utile　au　plus　grand　nom－

bre．〉－1114〕

　　先述したHelv6tiusの文章はStendhalの社会に：対する統覚の方程式を

導入するものであり，それで，此の文の積極的解釈ぱ社会悪に対する挑戦へ

彼をかりたてる。此の意味でもHelv6tiusの哲学は　Stend　’n　alの処1．U⇔信

念を形成してゆくことになる。1800年初頭から約30年余を経た1835年から18

36年にか1ノて彼の自叙伝である　i’Vie　de　Henry　Brulard二を1｛｝：いているの

であるがその第三十七章に次の文章が読まれる。

　　　〈Ce　qui　marque　ma　diff6rence　avec　les　niais　imPorta【lts　du　jourllal

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　ゆ　　　　　　　　　　　ゆ

et　qui　portent　leur　tete　COmme　un　salt－sacrement，　c　est　que　Je　n　al　Jamals

cru　que　la　soci6t6　me　dOt　la　moindre　chose．　Helv6tius　me　sauva　de

cette　enorme　sottise．　La　soci6te　pay　les　services　qu，elle　voit．〉一　〔15．：

　　先に引川したHelvetiusの文［1．1で＜Le　public　ell　effet　n’estime　que　les

actions　qui　lui　sont　utiles．〉と5ったのを記憶に留めていたのであろう。

　　かくて1800年初頭からStendhalがHelv6tius的倫｝【11観を培養して民衆

に接近し，個人対社会を熟．視した際に政情は物1’1『騒然としてt」　1），Napo160n

の独裁が確立しつつあった。かかる政情下にあってNapo160nの国内の政

敵たりうるのは王党．と結託する可能性のあるMoreau将軍しかいない。遂

にNapoleonは将軍を1804年2月15日に逮捕させてしま一1た。何故この

Stendhal　L　Helv6tiusとの関係をテーマとして論考し．ていろ際にMoreau
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将軍に関して触れるのかを説明する心要があるであろう。将軍は全く関知し

なかったが，Stendhalの方に触れざるを得ない事付がちるからである。

　『Vie　de　Henry　Bralard」のなかでStendhalはBrulardがグルノーブル

以来の友人Manteと屡々パリで会合していたと述懐させているが，彼：二

Mante．と已単なる友人としての交際関係にあった已かりかId6010gueの共

同研究をも数年一緒に続けた仲であった。後年，Stendhalに記憶を甦らせ

ながら，1837年4月30日にNapo160nの　「M6morial　de　Sainte－H61eiコe”

を読んでその余白に以下の記入をしているという。

　〈Je　conspirassais　pour　Moreau　avec　Mante，　lecture　de　l’ld6010gie．〉

一
〔16〕

　当然のことながらこんな鴻献をたった二人位で実行できる筈はなかった。

さらに一年が経過した時，ノートにMoreau将軍に就いて次○如く述べている。

　　〈Sa　vie　se　passe　ainsi　de　1803　a　1806，　ne　faisarlt　confidence　b　per－

sor〕ne　de　ses　projets，　et　detestant　la　tyrannie　de　l’empereur　qui　volait

la　Iibert6211a　France．　M．　Mante，　aincien　61eve　de　l’Ecole　polytechni－

que，　ami　de　Beyle，1’engagea　dans　une　sorte　de　conspiration　en　faveur

de　Moreau．〉一〔17〕

　しかしながらStendhalにMoreau将軍に面識がちったわ1ナでll：なく，

まして，その部下であったこともない。Fabriceが例のワーテルローでNa．

poleonを介間眺めた程度しか将軍を知らなかったのが事実らしい。　という

のも1803年5刀1口に珍らしく父に宛てた彼の11｝：簡から推察する三，授が

Michaud将軍の傍で暮らしたその年の4刀にフ、i・ンテーヌヴローでMoreau

将軍を約一週間にわたって介間見る機会を持ったのみで，彼一個人として

将軍と言葉をかわした形跡すらないようである。しかし，日時は明確で二な

いがStendhal自身がMoreau将軍逮捕の顛末を日細に書き残している。

Edition　Le　Divanの「　M61anges　de　Politique　et　d’Histoireこの5頁から

12頁にその記述が読まれる。此のMoreau将軍の救出をたとえ机一Lの計画
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でしかなかったとしても企だてた1804年前後に彼の友人Manteが先述した

如くId6010gueの読者であり，　Stendhal臼身も　Napoleonの独裁専制を

嫌悪した1803年と1804年の二年間，さらに1806年という期間は正しく忠実

なIdeologueの研究者でちった時期と一致する。すなわち，彼白身が『Vie

de　Henry　Brulard」でBrulardの教育の完成が1803年から1806年になされ

たと容認するとき，4年間は上述の期間と完全に照応している。此の照応

はStendhalの政治思想の基本的底辺がこの時代に完成されたと判断するの

を可能にするでちろう。それゆえ，此の時代より30年人生で年月を迎えた

Stendhalが1803年から1806年と回想するときは意識的な表言であり，自己

の政治理念が如何なる時期に形成され，また，その理念の内容が如何なるも

のであるかを明白にしているとわれわれは考えるべきであろう。

　IdeologueであったMme　de　Stael，　Banjamin　Constant一派とN　apol60n

の政治抗争は，やがて，直接わたりあうことはなかったとしてもStendhal

とNapol60nのそれとなる。勿論，彼は皇帝の専制君主となるのを嫌った

のでちり，Napol60nが独裁を望むとき反抗する。われわれは！’　Le　Rouge

et　le　NoirgでJulienの年一ヒの従兄である軍医がNapol60nに示した態

度をR6nal氏を通じてlq〕一、ている。

　　　＜ll　avait　fait　toutes　les　campagnes　de　Buonapart6　en　Italie，　et　me－

me　avait，　dit－on，　sign6　non　pour　l’empire　dans　le　temps．〉一〔18〕

　それにもかかわらずJulienがNapol60n　に抱いた憧憬もまたStendhal

のそれであったであろう。

　　　終　り

　註1に就いて，此の1’　Pens6es二はStendhal自身が原稿の題につけてい

た『Pens6es　ou　Filosofia　nova』　の略である。また，　Plon版に　「Pens6es

et　R6flexions二がある。
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　　Mina　de　Vanghelの＜Modさle＞に就いて

　　　〔序論〕

　先に発表した　「Lucien　Leuwen』論の第四章で＜Chasseur　vert＞にまつ

わるMinaに就いて私はひと言触れたのであるが，此のMinaをくmo一
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dele＞としたと看倣しうる短編をStendha1が創作していろ。そO！’F品が

「Mina　de　Vanghel」である。1961年に私已この小品を研究して日本フラ

ンス語フランス文学会の中部支部で4月22日に口頭発表をしたことがちった

のであるが，今回の小論ばそれをさらに研究したものである。

　　〔木論〕

　此のrMina　de　Vanghe1　Llはテキストとしても大学で使用されているの

で一応知られている作品であると思うが，今回の研究上どうしても内容に触

れることになるので，弱冠荒筋を纏めたい。此の短編をStendhalは，

　〈Mina　de　Vanghel　naquit　dans　le　pays　de　la　philosol）hie　et　de　ri’

magination，　a　Koenigsberg＞一〔1：

　と，書き始めている。Minaの生れた国やプロシヤの将軍でもりながらも

哲学を愛好した彼女の父の影響がMinaに哲学愛好の精神三，両規の相次

ぐ死やフランスへの逃亡が彼女に憂愁の性格を51えた。2，作家Stelldha1

は描写し，フランスに自由独立の憧憬を抱き，太公の推挙する副官と○結婚

を拒否して生国を去った主人公Minaに，　Stendhalは19i⊥［紀こいう時代で

は，彼女の如き女性の役割は恋愛しかないと，此の短編で彼女の宋ア役を早

くも示教する。彼女leパリのサロンで二人の男性と知：〕ちうrその一人て

Napol60nの小姓であったLargay氏の素朴な印象と，そO尖直な話し方に

興味を覚えたMina已やがて彼と離れて生活できない程彼を熟烈に愛す○

ことになる。今一人のRuppert伯はお喋りで熱しやすく冷めやすい典型的

なフランス男性として登場し，Minaに横恋慕する。かか○：人が（’i三中の二

要人物である。あるときLargay夫妻が休養σ）ためサボワ温泉に旅行する。

Minaは夫妻を追い，変装して夫人の小間使いとなり，思慕『i～るLarcay氏

のかたわらにいて彼の声を聞くことに幸福を覚える。しかしその土地で開催

された舞踏会で彼女はRuppert伯に発見され，それが動機で彼女二策路を

弄して，Ruppert伯を言いくるめ，　LarCay夫人の寝室に忍びこませてお

き，夫人が今夜男と購曳していろとLargay氏に告げる。｛imが成攻し二人
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だけの廿い生活に浸っていた幸福も良心の答めを覚え続けた彼女が，一つは

彼の愛を確認したい心境から，遂に策略の一件を彼に告白して夫人の無実を

証言する。Largay氏は怒って立去り，彼の姿を見送ったちとでMinaは

ピストル自殺する。以上がこの小説の荒筋で主三。

　此の短編小説に就いて　Henri　Martineauはその　1’L’OEuvre　de　Sten－

dhal二で以下の解説をしてi、・るので紹介しておきたい二思う。

　此の小説Mina　de　Vanghe1’1：：Stendhalの死後10年たった1853年8月

1日の両世界評論で始めて彼の従弟Romain　Colomb（1784～1858）にょっ

て発表された。

　此の小説の弱冠の原稿がグルノーブルの図書館に5る。此の原稿はこの短

編が書かれた年月日をわれわれに示唆していろ。それによると1829年12月に

書き始められ1月7日に完結し，校iEが1刀7日から1Ji　19口まで続けられ

た。此の小品をStendhalは1832年あらためて：1］11YEしている。

　Mina　de　VanghelはAdam　Oehlenschlagerというデンマークの1’F家の

小説に負うているといわれる。という○もグルノーブル原稿にOeh　lensch－

lager氏から自「hに翻訳したと　Stcndha1　自由が註をしているからである。

此の小説家ほコヘンハーゲンの近郊の出身で，1803年に詩を発表し，翌年に

に：Eの年金を得てプロシヤやフランスに旅行していろ。彼ほスイスやイタ

リァにも足跡を残し、スイスでバ　Mmede　StaelのサロンでSchlegel，

Benjamin　Constant，及び，　Sismondiなどに会っていろ。そして，1850年に

大部分の作品を’lii：いたコプンハーゲンで亡くなっている。以上がHenri

Martineauの研究である。

　私が研究した範囲ではStendhalがOehlenschlagerというこのデンマー

クの作家と直接会った形跡はないように思う。

　先述のHenri　MartineauはStendhalがこの作品を創作した際にOeh－

lenschlagerの作【Ll｜｜の＜thさme＞を借用したとしているのであるが，此のデ

ンマークの作家の作品とStendhalのそれを錦密に比較研究されない限り，
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どの程度にStendhalが〈thさme＞を借用しているのかわれわれには充分に

断言できないであろう。

　しかしながらStendha1の作品に於けるヒロインMinaという女性は実

在していたのである。しかも，作家StendhalはMinaを1807年当時愛し

ていたのである。彼自身「Vic　de　Henry　Brulard』の例の女性編歴を綴っ

た第一章と第二章に　Mina（（－Mue　de　Griesheim）の名は三度記されてい

る。次にその個所を引用する。

　　＜AIIer　devenir　amoureux　de　Mell　de　Griesheim，que　pouvais－je

esp6rer　d’une　demoiselle　noble，　fille　d’un　g6n6ral　en　faveur　deux　rnois

auparavant，　avant　la　bataille　de　I6na！〉　一　〔2〕

　第二章でに彼はアルバノ湖を眺めながら自己の生涯を支配した12人の女性

の性名を砂上に並記するのであるが，われわれはその五番L1に問題の女性

Mina（de　Griesheim）の名を読むことができる。そして，　Stendhalはか

って愛した女性を順番に吟味して，Minaに就いてに次の如く回想している。

　　〈La　plus　pauvre　fut　Mina　de　Griesheim，　fille　cadette　d’un　gen6ral

sans　nulle　fortune　ex－favori　d’un　prince　tomb6，　dont　les　appointements

faisaient　vivre　la　farnille．〉　一　〔3〕

　このように：1Vie　de　Henry　Brulard二でMinaの実在していたことが確

認されたわけであるが，このような研究の必要上，ここでStendhalが彼の

人生で愛した恋人たちが彼の作品にどのような影響を与えているのかを明白

にして，それぞれの女性が作品のヒロインにそれぞれ面影を伝えていること

を簡単に述べて，Stendhalの小説作法が如何に彼の愛した女性と深い関係

があるのかを示して，Mina　de　GriesheimがMina　de　Venghe1に於いて，

どんな役割を果しているのかを観たいと思う。

　ところで女性たちの名前はStendhalが『Vie　de　Henry　Brulard」で記

した順序に読むと，次の如くなる。

　Virgine，　Angela，　Adさle，　Melanie，　Mina（de　Griesheim），　Alexandrine，
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Angeline，　Angela，　M6tilde，　Cl6mentine，　Giulia．

　さて，VirgineはStendhalがグルノーブルの中央学校の生徒時代にその

町で興行していた旅の一座の歌手で，Stendhalは遠くから眺めるだけで一

度も口を利いたこともなかった初恋のひとであり，二番口のAngelaは八

番日のAngelaと同一の女性であり，　AdeleはStendhalがパリに上京し

てきた当時，親類のDaru家で知りあい，よくダンスの相手となっていた

が，征服したのは彼女の母親だったという。四番日の女優のM61anie，彼

は彼女とマルセーユで生活をともにしたけれども数ケ月で破綻をきたしてい

る。尤も後年モスクワでStendhalは大火のなかをロシアの将軍の妻となっ

ていた彼女を探して焼える町なかをさまよったことは事実らしい。以上の3

人はあまり作品にもその面影を偲ぶことはできない。次に六番目と九番目に

あたるAlexandrineとMetildeはrLucien　Leuwen』．のそれぞれ内相夫

人とChasteller夫人に面影がみられる。

　特にChasteller夫人にM6tildeの面影が濃いとされている。　Angelaは

『La　Chartreuse　de　Parme二の↑1撚の赴くまま奔放に生きるSanseverina

公爵夫人の＜modele＞といわれる。　Cl6mentineとGiuliaはrLe　Rouge

et　le　Noir』のRenal夫人とMatildeに相当する。　GiuliaがMatildeの

＜modさ1e＞であるとする説はStendhal研究家に執っても耳新しい。1958

年の日本のフランス文学会の機関紙で発表されたこLe　Rouge　et　le　Noir」

ですらまだMatildeの〈modble＞はなかったとされている。以上の如く

Stendhalの女性たちと作品のヒロインの関係は深いが，あと残っている女

性はMinaと　Angelineであるが，後者に就いては　Stendhalが私は

決して愛さなかったと，自ら註釈をしているので問題にならないとすれば，

もうMinaしか残っていない。そこで，これよりMina　de　Griesheim（17

86～1861）とStendhalの関係を実際の時間と空間に戻して考察したい。両

者の関係は・今のところStendhalの研究書から詳細に知る手掛りは殆んどな

いといえるくらいなので先述した　rVie　de　Henry　Brulard』やPauline
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に宛た手紙あるいは，彼自身の日記しか両者のアリバイ調査に役立つもの

はない。Minaに就いて彼がPaulineに知らせた書簡の2通，その2通と

はどれも1807年にブランスヴィックから出されたもので1通は4月30日の日

付があり，いま1通には1807年とあるのみである。後述する日記日付から推

察するとこの4月30日とあるのは，きっと戦時下のために故意に記したもの

らしい。Minaのことが記されている部分を原文のまま引用したい。先づ4

月30日の手紙から。

　　＜…j’6tais　si　agit6　2a　sept　heures　du　soir，　au　moment　ork　j’allais

d6cider　de　mon　d6part，　que　je　courais　les　rues　de　Brunswick　comme

un　fou；je　passais　devant　les　fen合tres　d’une　petite　fille　pour　laquelle

j’ai　du　go血t；je　me　sentais　d6chire．　Cependant，1’honneur　fut　le　plus

fort；j’allais　dire　b　Martial（1774～1827）que　je　voulais　partir；lui　ne

le　voulais　pas，　il　comptait　sur　l’amour　pour　me　retenir，　il　me　dit　tout

ce　qu’il　fallait　pour　me　faire　rester．

　　Je　reste，　je　crois　etre　heureux；je　ne　sais　pourquoi　Minette　se　met

ame　tenir　la　drag合e　haute；la　politique，　la　vanit合，　la　piti6　m’ordonnent

de　ne　plus　m’occuper　d’elle．　Dans　un　bal　celebre，　je　fais　la　cour　a

une　autre；6tonnement，　malheur，　d6sappointement　de　Minette．　Cette

autre　offre　a　ma　retraite　une　victoire　aisCe．

　　Je　fais　une　manouvre　superbe　pour　me　rapProcher　de　Mina…il　In’in－

vite　a　une　soir6e　qui　avait　lieu　chez　lui　le　meme　soir，　et　dans　laquel－

le　il　n’y　avait　point　de　FranCais；voila　un　beau　succes！　　J’arrive　tout

heureux　chez　lui，　sachant　que　Mircs　de　G〔riesheim〕yallaient；Minette

n’ avait　pas　voulu　y　venir；je　n’y　trouve　que　ses　s、uul’s　et　M11・de

T〔reuenfels〕，sa　rivale．　J’obtiens　un　rendez－vous　avec　cette　rivale；

au　moment　oU　j’y　vais，　on　me　dit・　（（Si　vous　allez　ce　soir　dans　telle

malson　vous　y　trouverez　Wilhelmine））；je　brusque　mon　rendez－vous；
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Je　salsls　un　moment　oti　Mlle　de　T〔reuenfels〕sort　pour　aller　faire　du

th6　pour　moi，　je　d6campe；」’arrive　dans　la　maison　indiquee，　ou　je　ne

trouve　pas　Minette，　mais　bien　les　deux　plus　laides　et　sさches　cr6atures

de　Brunswick．

　　Enfin，　hier，　je　me　suis　r6concili6　avec　Minette；j’aurais　deux　ou

trois　volumes　de　petites　betises　a　te　conter，1nais　je　ne　veuxpas　abuser

de　ton　amiti6　pour　t’ennuyer．　Hier，　Minette　m’a　serr61a　main　pas

davantage；tu　te　moqueras　de　moi，　mais　aprさs　la　vie　que　je　mさne　depuis

six　ans，　c’est　pour　cela　que　j’ai　6t6　si　agit6　ce　mois－ci．〉一〔4〕

　　以上が4月30日の手紙のなかで，Minaに就いてStendhalがPauline

に告白した部分であるが見られた通り唯一度Minaと記されているにすぎ

ない。しかし，勿論，文中に度々読めるMinetteとMinaは同一人物であ

る。次に1807年とのみある書簡から引用して観る。

　　＜On　a　raison：toutes　les　agitations　sont　grandes　dans　la　solitude；

j’ecrivais　il　y　a　trois　jours，　et　je　le　sentais　bien，　que　mon　gottt　pour

Minette　6tait　entiさrement　pass6；je　la　sacrifiais　a　Mll・de　T〔reuenfels〕

que　je　n’aime　point；je　m’amusais　des　agitations　des　deux　rivales；je

demandais　enfin　a　la　philosophie　des　6motions　que　l’amour　ne　me

donnait　plus：il　s’est　veng6．．

　　Mlle　de　T〔euenfels〕me　dit　presque　qu’elle　m’aime．　C’6tait　jeudi

pass6；raveu　de　cet　amour　consistait　a　In’avouer　celui　qu’elle　avait　eu

qu’elle　n’avait　plus　pour　M．　L…Ce　mさme　soir，　j’ai　lieu　de　croire

qu’elle　s’est　r6concili6e　avec　M．　L…J’ai　vu　pour　la　premiere　fois

aupres　de　M〔inette〕un　amant　qui　lui　a　fait　la　cour　pendant　quatre

ans　et　qui　n’attend，　pour　1’6pouser　que　le　consentelnent　ou　la　mort　de

son　pere；sans　amour　meme，　elle　doit　Ie　pr6ferer　a　moi，　qui　n’ai　nulle

envie　de　l’6pouser．　Ce　soir－la，　elle　a　tenu　la　balance　entre　nous　deux；
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mais　hier　lundi　elle　avait　l’air　de　l’aimer．　Croirais－tu　que，　depuis

quatre　mortels　jours，　je　ne　pense　qu’a　cela．　Quand　mon　Eune　ne　trouble

pas　mon　esprit，　il　est　entiさrement　occup6　des　moyens　de　m’en　faire

aimer　sans　Iui　nuire　auprさs　du　futnr　InaI’i，　et　bien　certainement，

le　lendemain　que　je　serai　sOr　de　son　amour　elle　Ine　sera　pl⇔esque

insupportable．…　Rappelle－toi　le　prix　du　temps；Inon　aventure　de　cette

semaine　doit　te　le　prouver：　j’ai　eu　le　c㏄ur　de　］Minette　presque　dans

ma　main，　il　n’a　tenu　qu’a　moi　de　m’en　faire　aimer　beaucoup；je

me　disais　assur6ment：｛；9a　ne　peut　me　manquer！））ga　me　rnanque

cependant　et　d’une　fagon　cruelle＞一　〔5〕

　　次にこれらの書：簡と並行して日記を引用したいと思う。問題の日記のとこ

ろにはHenri　Martineauの註でこのノートの始めには1807年6月17日の日

記とStendhal自身が記しているとある。

　　＜L’aventure　de　M〔ina〕est　une　bataiHe　perdue，　cela　ln’apPrendra

le　prix　du　temps．　Si　elle　ne　m’a　pas　donne　un　moment　sublime，

comme　Adさle　a　Frascati，　j’en　ai　trouv6　auprさs　d’elle　de　bien　d61i－

cieux．〉一〔6〕

　　次の引用文にCt　6月19日の日付がある。

　　＜Minette　chez　l’intendant．＜Vous　m’avez　fait　rautre　jour　des　questi－

ons，　je　puis　bien　vous　en　faire　une　a　mon　tour：　ce　que　vous　faites

pour　Mlle　de　T〔reuenfels〕est－il　s6rieux，　ou　vous　moquez．vous

d’elle？－Pour　vous　r6pondre，　il　faudrait　que　vous　m’eussiez　repondu

autrement　l’autre　jour．　Je　vous　ai　aim6　eperdument，　et　je　vous　ailne

encore；il　n’est　point　de　sacrifice，　point　de　folie　etc．，　etc，．．（Une

d6claration　veh6mente，　et　qui　fut　6cout6e　avec　plaisir　de　coquetterie

sans　doute．）　Me　recevrez’vous　encore　quand　vous　serez　M皿e　de

Heert？
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－Certainement，　mais　je　ne　le　serai　pas　de　longtemps．＞

　　Le　futur，　arrivant，　termina　la　rlotre　entretien，　qui　me　prouve　que　je

ne　suls　pas　encore　confondu　parmi　les　indiff6rents　et　que　son　senti．

n〕ent　pour　H〔eert〕n’est　pas　une　passion．

　　J’eus　beaucoup　d’esprit　au　commencement　de　la　soir6e，　mais　de

l’espr｛t　ridicule，　a　la　Desmazure；le　v6ritable　aurait　tout　au　plus　pu

etre　senti　par　une　Mme　de　Spiegel（de　Miroir），　femme　vraiment　belle，

mals　qul　dans　huit　jours　retourne　a　Weimar．

　　Mlle　de　T〔reuenfels〕trouva　encore　un　pr6texte　pour　ne　me　pas

remettre　les　lettres　de　L〔iby〕．　Elle　lui　parla　avec　feu；il　s’en　alla

vers　les　neuf　heures，　mais　je　m’apergus　que　je　lui　6tais　importun．

　　Minette　et　Philippine　questionnさrent　beaucoul）M．　de　Str〔ombeck〕

sur　mOn　Compte．

　　M〔inette〕lui　dit；＜Je　suis　sQre　que　Mina　ne　l’aime　pas，　elle　en

aun　autre　dans　le　coeur．＞

　　Phili〔ppine〕：＜Dites－moi：est＿ce　par　hasard　que　vous　etes　venu

l’autre　jour　au　chasseur　vert？＞

　　Str　〔olnbeck〕　se　met　a　lui　conter　qu’il　n’en　sait　rien，　que　je　le　suis

venu　chercher　2a　cheva1，　etc．

　　Str〔ombeck〕aMina，　qui　lisait　une　lettre　allemande；〈Ah！vous

recevez　des　billets　doux　！

－Est－ce　que　Beyle　vous　aurait　confie　quelque　choss？〈一　〔7〕

　　以上で長文の日記の引用を終るが，此の引用文の冒頭に読まれた如く

Stendha1はかなりMinaを愛したにも抱らず，彼の恋は報いられなかった。

それゆえに他の彼の愛した女性たちと比較してかなり短期間の恋愛でしかな

かった筈なのに口惜しさの念を残したのであろう。

　　さて，此の研究報告の結論を以下に要約したいと思う。



82　　Stendhalの人間像　ll

　Stendhalが自伝「Vie　de　Henry　Brulard』で勢力のある将軍の娘Mina

de　Griesheimに愛される筈がないと，苦い反省を告白しているのである

が，此のMinaの境遇はプロシヤの将軍の娘である作品のヒロインMina

de　Venghelの境遇と似ている。すなわち，作家はヒロインの創作に際して

Mina　de　Griesheirnに少なくとも外面的には影響を受けていると百倣して

よいであろう。さらに日記やPaulineに宛てた二通の書簡を詳細に読んで

みると，StendhalはMinaやTreuenfelsの両人を互に嫉妬させる策略を

用いたりしている述べているのであるが，作品のヒロインMina　de

VenghelもRupPert伯に偽りの愛を誓い，彼を意のままに操り，彼女が熱

烈に恋したLargay氏の愛をうる道具としている。このようにヒロインとい

うよりも主人公と言うべき　Mina　de　Venghelが作家Stendhalの分身を

示すのもStendha1研究家，例えば，　Jean　Pr6vostが主張する如く，即興

作家と分析されるStendhal小説に執っては，　Julien，　Lucien，　Fabriceを

例とするまでもないであろう。

　また，現実でStendhalが恋愛の相手としたMinaやTreuenfelsの恋

仇の名はそれぞれLibyとLauingenとであるが作品のMinaが愛した男

の名はLargayであり，やはりLで始まる。名前の頭文字が一’致している

ことは偶然と言うにはできすぎている。多分，1乍家の脳裸にほ恋1赦たちが

L某だったという迫憶がよこぎったのではなかろうか。ともちれ，Minaの

名が実在していた女性名であると同時に作品のヒロインの名であるこ上は，

Stendhalがこの小説を執筆中，彼の心のなかに去来したのは小説のKoeni－

gsbergならぬBrunswick社交界におけるMina　de　Griesheimとの不首

尾に終った恋愛であったと言えるのではあるまいかと思うのでちる。

　本論は以上であるが，此の小品の研究から次のことが明白になったので，

此の研究に附加しておきたい。ヒロインのモデルMina　de　Griesheim　を

めく・るBrunswickの社交界，作家が妹Paulineにフランス入では私だけ

が仲間入りしていると書き送った社交界を，Stendhalは・」＼説rLucien
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Leuwen」でナンシーの社交界としている。今回の研究の結果かかる推測が

生れたわけで，私自身まだ充分に比較研究していないけれども少なくとも次

の一致した状景は事実なのである。

　小説でナンシーの社交界の人々はよく皆で〈Chasseur　vert＞へ散策がて

ら音楽を聞きにでかける描写があるが，一方，1807年当時Stendhalがその

常連であったBrunswich社交界の人々も音楽を演奏している＜Chaeseur

vert＞へ揃って散歩したことが，　Stendhalの日記に読める。このように

Brunswichは後年rLucien　Leuwen』のナンシーなる素材を提供したいと

いうべきであろう。それゆえ，BrunSwich社交界の人々はナンシーの社交

界をStendhalが創作した際に，ある程度は作中人物群の〈modさles＞とな

っていると看倣してよいであろう。

　しかしながら，かかる見解はすでに研究されていたわけであり，Henri

Martineauの『L’OEuvre　de　Stendhal」によると，　Andr6　Frangois－Pon－

cetが上述の如き指摘をしていた。

　＜M．Andr6　Frangois－Poncet，　encore　qu’il　s’en　soit　exag6r61’importan－

ce　pour　la　genさse　de　Leuwen，　a　fort　bien　mis　en　valeur　les　souvenirs

que　Stendhal　avait　conserv6s　de　son　s6jour　a　Brunswick．　Ils　sont

nombreux　dans　la　premiさre　partie　de　son　roman．〉一〔8〕一〔注1〕

　此の引用から納得される如く　Henri　Martineau　も　Andr6　Frangois－

Poncetの誇張を答めながら彼の見解に条件つきの同意を示している。

　個々の作中人物の〈modさle＞に就いてもStendhalの場合は的確に誰な

いし，誰と誰と指摘することが可能であろう。例えば，Henri　Mertineau

はMarcel　Proustが書簡のなかで断言している通りGrandet夫人は以下

の復数の〈modさles＞を持っていると述べている。

　くMme　Grandet　a　reCu　d’une　certaine　dame　Gourief　sa　beaut6　blon．

de　et　tient　son　caractさre　un　peu　vulgaire　de　Mme　Horace　Vernet

que　Stendhal　voyait　fr6quement　a　Rome．　sa　jalousie　doit　beaucoup
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aux　transport　observ6s　par　Stendhal　chez　sa　maitresse，　Cl合mentine

Curial．〉一　〔9〕

　さらにLucienを欺きナンシーの社交界から迫払った張本人医者のPoir・

ierは1835年1月と2月にわたってCivita－Vecchiaに滞在していたSten－

dhalと同郷のRubichonを〈lnod引e＞として使用しているとのことであ

る。　〔注2〕

　此のRubichon已Antoine　Maurice　Rubichonといい1779年に生れ1847

年に死亡した人で王党派であり，聡明な策略家にして王権神授説の理論家で

ある。

　Henri　MartineauはくEdition　Le　Divanンで1’M61anges　de　Litt6rature』

と題したものを第一巻としているが，それによるとStendhalは『Lucien

Leuwen』と同じ題名の下書原稿を残していてナンシーと題した断片の副題

に〈Soci6t6　de　Molltvallier　observ6e　a　Curalo　par　Chrba　vers　1833．〉と

記しているという。Chrbaとは上述のRubichonのことなのであるから

Stendhalが『Lucien　Leuwen』執筆【1∪にはかなり親交があったと考えられる。

それに今一つ，Nancy＝Montvallierとなると先述したHenri　Martineauが

And珀Frangois’Poncetの誇張を非難する理山も根拠を有することになる。

従って，Nancy－Brunswich＋Montvallierとならう。それで，　Martineau

の実証によると：Montvallierの名はtNancyの各場面でとって代えられた

ことになる。しかも殆んどStendhalは実際のNancyを知らず，二時間し

かその町に滞在したにすぎなかったといわれている。此のrLucien　Leu－

wen』が作家と同郷の人Rubichonと作家との対話にある部分を負うてい

ることは以上の通りである。作家があれ程嫌悪を抱いた故郷グルノーブルで

あっても，Stendhalに執って小説の創作に励む場合，最も熟知している町

なのであり，作品に消去しがたい痕跡が認められるのも至極当然であろう。例

えば，Stendhalの著作には次に羅列するが如きグルノーブル近郊の村の名

が観られるという。すなわち，Champagnier，　Risset，　Furoniさre，　Allevard，
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Bron，　Meylon，　Pr6molである。

　　　　（注に就いて）

　　〔注1〕　Andr6　Frangois・Poncet：Stendhal　a　Brunswick，　dans　le　BuL

letin　de　1’Acad6mie　Delphinale，6es合rie，　t，13　et　14，1942－1943．

　　〔注2〕　Poirierの＜modさle＞研究に就いてはHenry　Dumolardに

「Le　v6ritable　docteur　du　Poirier」がある。すなわち，　Le　Divan　juillet－

ao血t　et　septembre・octobre　1928．
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